
先
般
、
私
は
、
手
塚
豊
編
著
『
近
代
日
本
史
の
新
研
壺
聖
Ⅸ
（
平
成
三
年
・

北
樹
出
版
）
に
「
明
治
四
年
・
岡
山
県
下
磐
梨
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
」
な
る

一
文
を
発
表
し
、
さ
ら
に
、
杉
山
晴
康
編
『
裁
判
と
法
の
歴
史
的
展
開
』
（
平

成
四
年
・
敬
文
堂
）
に
は
「
明
治
四
年
・
岡
山
県
下
赤
坂
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小

考
」
な
る
一
文
を
発
表
し
た
。
前
記
の
二
論
稿
で
取
り
上
げ
た
農
民
騒
擾
は
、

そ
れ
ぞ
れ
明
治
四
年
十
一
月
か
ら
同
年
十
二
月
に
か
け
て
、
岡
山
県
下
の
磐
梨
、

赤
坂
、
津
高
お
よ
び
上
道
の
四
郡
に
発
生
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
悪
田
畑
改
正
」

に
反
対
す
る
一
連
の
農
民
蜂
起
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
他
の
二
郡
に
お
け
る
騒
擾

（
Ｑ
ｌ
）

と
も
ど
も
、
多
数
の
文
献
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
騒
擾
自
体
の
概
要
な
ど
に
つ
い

て
は
、
今
日
で
は
、
一
応
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ら
の
騒
擾
の
司
法
的
処
理
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
解
明

さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
、
前
記
二
論
稿
に

お
い
て
、
新
た
に
発
見
し
た
法
務
省
法
務
図
書
館
所
蔵
の
関
係
資
料
を
利
用
し
、

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考

一
は
し
が
き

そ
れ
ら
の
司
法
的
処
理
の
過
程
に
重
点
を
お
い
て
、
騒
擾
の
概
要
を
、
紹
介
、

考
察
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
前
記
二
論
稿
中
の
前
者
の
「
は
し
が
き
」
の
末
尾
に
「
本
稿
は
、

該
資
料
（
法
務
図
書
館
所
蔵
の
新
資
料
た
る
『
岡
山
県
暴
動
一
件
』
を
指
す
Ｉ

ｌ
中
山
註
）
を
利
用
し
、
右
の
騒
擾
に
関
す
る
新
た
な
事
実
を
指
摘
せ
ん
と
す

る
私
の
第
一
弾
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
今
回
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
他
の
三
件
の
騒
擾
に
つ
い
て
も
、
日
な
ら
ず
し
て
発
表
予
定
の
続
稿
に

お
い
て
そ
の
責
を
は
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
「
責
」
の
一
班
を
果
さ
ん
が
た
め
、
前
記
二
論
稿
中
の
後
者
を
発
表
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
い
わ
ば
こ
れ
ら
の
続
編
と
し
て
、
前
記
二

論
稿
で
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
う
ち
、
津
高
郡
に
お
け
る
農
民

（
２
）

騒
擾
を
取
り
上
げ
、
前
記
二
論
稿
で
も
利
用
し
た
法
務
省
法
務
図
書
館
所
蔵
に

（
３
）

か
か
る
『
岡
山
県
暴
動
一
件
』
な
ど
を
利
用
し
、
そ
の
司
法
的
処
理
の
過
程
に

（
４
）

重
点
を
お
い
て
、
騒
擾
の
概
要
を
紹
介
、
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

中
山
光
勝

一
一
一
一



註（
１
）
こ
れ
ら
の
農
民
騒
擾
を
紹
介
し
た
り
、
関
係
資
料
を
翻
刻
、
収
録
し

て
い
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農

民
騒
擾
に
関
す
る
裁
判
資
料
㈲
」
身
延
山
短
期
大
学
学
会
『
棲
神
』
第

六
十
二
号
（
平
成
二
年
）
一
三
六
’
一
三
七
頁
、
拙
稿
「
明
治
四
年
・

岡
山
県
下
磐
梨
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
」
手
塚
豊
編
著
『
近
代
日
本

史
の
新
研
究
』
Ⅸ
（
平
成
三
年
）
七
○
頁
お
よ
び
拙
稿
「
明
治
四
年
・

岡
山
県
下
赤
坂
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
」
杉
山
晴
康
編
『
裁
判
と
法
の

歴
史
的
展
開
」
（
平
成
四
年
）
三
七
頁
に
そ
の
主
な
る
も
の
を
列
挙
し

て
お
い
た
。

（
２
）
（
１
）
挙
示
の
拙
稿
に
お
い
て
紹
介
し
た
文
献
の
う
ち
で
、
年
表
類

を
の
ぞ
き
本
稿
で
取
り
上
げ
る
津
高
郡
下
の
農
民
騒
擾
に
ふ
れ
て
い
る

も
の
に
、
全
国
農
民
組
合
岡
山
県
連
合
会
編
『
全
農
岡
山
闘
争
史
附

岡
山
県
百
姓
一
撲
覚
書
』
（
昭
和
十
一
年
）
四
四
’
四
五
頁
、
金
川

町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
金
川
町
史
』
（
昭
和
三
十
二
年
）
一
六
五
’
一

六
六
頁
、
岡
山
県
編
『
岡
山
県
の
歴
史
』
（
昭
和
三
十
七
年
）
五
一
二
’

五
一
三
頁
、
谷
口
澄
夫
『
岡
山
藩
政
史
の
研
究
』
（
昭
和
三
十
九
年
）

七
五
三
’
七
五
五
頁
、
岡
山
県
編
『
岡
山
県
政
史
』
鍬
・
聯
需
（
昭
和

四
十
二
年
）
二
八
’
三
○
頁
、
岡
山
市
役
所
編
『
岡
山
市
史
』
８
社

会
編
（
昭
和
四
十
三
年
）
一
二
五
頁
、
谷
口
澄
夫
『
岡
山
県
の
歴
史
』

県
史
シ
リ
ー
ズ
調
（
昭
和
四
十
五
年
）
一
五
五
’
一
五
八
頁
、
岡
山
大

学
教
育
学
部
社
会
科
教
室
内
地
域
研
究
会
雪
宮
町
の
歴
史
と
現
代
』

地
域
研
究
第
Ｍ
集
（
昭
和
四
十
五
年
）
一
五
三
’
一
五
四
頁
、
片
山
峯

吉
編
『
馬
屋
下
村
史
』
三
六
○
’
三
六
四
頁
（
本
書
に
は
、
発
行
年
月

日
の
記
載
が
な
い
が
、
本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
、
「
昭
和
四
十
六
年

二
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
同
年
の
発
行

と
仮
定
し
て
お
く
）
、
岡
山
県
広
報
協
会
編
『
岡
山
県
政
百
年
の
歩
み
』

（
昭
和
四
十
六
年
）
二
二
頁
、
岡
山
県
警
察
本
部
編
『
岡
山
県
警
察
史
』

上
巻
（
昭
和
五
十
年
）
九
九
五
’
九
九
八
頁
、
蓬
郷
巌
『
岡
山
の
県

政
史
』
岡
山
文
庫
的
（
昭
和
五
十
一
年
）
二
六
頁
、
柴
田
一
・
朝
森

要
編
『
郷
土
史
事
典
岡
山
県
』
（
昭
和
五
十
五
年
）
一
七
一
’
一

七
二
頁
、
太
田
健
一
『
日
本
地
主
制
成
立
過
程
の
研
究
』
（
昭
和
五
十

六
年
）
二
七
九
’
二
八
五
頁
、
太
田
健
一
「
明
治
四
年
岡
山
藩
悪
田
畑

改
正
の
考
察
」
谷
口
澄
夫
先
生
古
稀
記
念
事
業
会
編
『
歴
史
と
風
土
』

（
昭
和
五
十
八
年
）
二
一
四
’
二
一
六
頁
、
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編

『
岡
山
県
史
』
第
十
巻
・
近
代
Ｉ
（
昭
和
六
十
年
）
四
四
’
四
七
頁
、

御
津
町
編
『
御
津
町
史
』
（
昭
和
六
十
年
）
四
二
一
’
四
二
四
頁
、
柴

田
一
・
太
田
健
一
『
岡
山
県
の
百
年
』
県
民
、
年
史
調
（
昭
和
六
十

一
年
）
五
三
’
五
七
頁
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
土
屋
喬
雄
・
小
野
道
雄

編
『
明
治
初
年
農
民
騒
擾
録
』
（
昭
和
二
十
八
年
）
三
三
○
’
三
三
一

頁
お
よ
び
三
三
三
’
三
三
六
頁
、
長
光
徳
和
編
『
備
前
・
備
中
・
美
作

百
姓
一
摸
史
料
』
第
五
巻
（
昭
和
五
十
三
年
）
一
八
九
九
’
一
九
○
○

頁
お
よ
び
一
九
○
五
’
一
九
○
七
頁
に
は
、
『
公
文
録
』
、
『
太
政
類
典
』

お
よ
び
『
岡
山
県
史
料
』
な
ど
よ
り
関
係
資
料
が
翻
刻
、
収
録
さ
れ
て

一

四



い
る
。

（
３
）
本
稿
で
利
用
す
る
も
の
は
、
「
明
治
五
年
・
第
四
号
・
岡
山
県
伺
備

前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
條
農
吉
村
新
三
外
七
名
貢
米
十
分
一
納
願

出
可
ク
多
人
数
寄
合
遂
二
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
外
二
名
宅
へ

懸
ヶ
家
財
打
砕
又
ハ
放
火
及
ヒ
シ
ニ
付
処
刑
方
且
新
三
ハ
同
囚
破
牢
ノ

企
ア
ル
ヲ
密
告
セ
シ
｜
一
依
り
死
一
等
ヲ
減
ス
可
キ
ャ
ノ
件
」
な
る
文
書

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
）
附
で
、
岡
山
県
が
、

（
マ
マ
）

司
法
省
に
提
出
し
た
「
備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新

三
外
七
人
御
仕
置
伺
書
」
（
こ
の
処
刑
伺
に
は
、
宛
名
が
な
い
が
、
後

（
マ
マ
）

述
の
明
治
五
年
九
月
二
十
四
日
附
「
備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条

百
姓
吉
村
新
三
御
仕
置
伺
書
」
お
よ
び
別
件
で
は
あ
る
が
、
同
じ
司
法

省
旧
蔵
文
書
で
あ
る
『
岡
山
県
暴
動
一
件
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
明
治

五
年
九
月
二
十
四
日
附
「
備
前
國
津
高
郡
田
地
子
村
百
姓
田
原
小
四
郎

外
拾
八
人
御
仕
置
伺
書
」
の
宛
名
が
、
と
も
に
「
江
藤
司
法
卿
」
お
よ

び
「
福
岡
司
法
大
輔
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
お
よ
び
こ
の
処
刑
伺
に
対

す
る
回
答
と
思
わ
れ
る
後
述
の
司
法
省
指
令
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
災
国
立
公
文
書
館
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
百
四
十
八
巻
・

保
民
十
七
・
警
察
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
二
十
一
・
岡
山
縣
下
人
民

動
揺
始
末
書
井
官
員
待
罪
」
に
み
え
る
明
治
五
年
七
月
十
三
日
、
岡
山

県
か
ら
太
政
官
に
提
出
さ
れ
た
伺
書
中
に
、
「
昨
辛
未
年
十
一
月
当
縣

管
下
在
郷
ノ
者
共
及
動
揺
候
儀
二
付
追
々
取
調
吟
味
口
書
類
ハ
此
度
司

法
省
へ
差
出
刑
相
伺
置
候
儀
二
御
座
候
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
、

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

司
法
省
も
し
く
は
司
法
卿
な
い
し
司
法
大
輔
宛
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
岡
山
県
史
料
』
四
十
三
・
縣
治

紀
事
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
騒
擾
」
の
項
に
も
前
掲
「
二
十
一
・
岡
山

縣
下
人
民
動
揺
始
末
書
井
官
員
待
罪
」
と
同
一
内
容
の
伺
書
が
み
え
る

が
、
そ
の
日
附
は
、
「
壬
申
六
月
」
で
あ
る
）
お
よ
び
明
治
五
年
九
月

二
十
四
日
附
で
、
岡
山
県
が
、
江
藤
司
法
卿
・
福
岡
司
法
大
輔
宛
に
提

出
し
た
「
備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
此
無
百
姓
吉
村
新
三
御
仕
置
伺

書
」
な
ら
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
附
の
司
法

省
指
令
（
文
書
の
内
容
が
岡
山
県
伺
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

文
書
の
末
尾
に
後
述
の
如
き
司
法
省
の
官
員
の
捺
印
が
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
用
紙
が
、
司
法
省
の
赤
色
八
行
罫
紙
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
み

て
、
司
法
省
指
令
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
処
刑
伺
書
に
は
、
吉
村
新
三
以
下
八
名
の
事
件
関
係
者
が
、

岡
山
県
に
提
出
し
た
口
供
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ

ら
の
資
料
は
、
拙
稿
「
明
治
四
年
・
岡
山
県
に
お
け
る
農
民
騒
擾
に
関

す
る
裁
判
資
料
四
」
身
延
山
短
期
大
学
学
会
『
棲
神
』
第
六
十
五
号

（
平
成
五
年
）
一
七
二
’
一
八
三
頁
に
そ
の
全
文
を
翻
刻
し
て
お
い
た
。

（
４
）
本
稿
に
お
け
る
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
漢
字
は
、
人
名
・
地
名

を
の
ぞ
き
現
代
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合
字
、
変
体

仮
名
に
つ
い
て
も
普
通
の
も
の
に
改
め
、
ま
た
、
新
律
綱
領
の
引
用
に

あ
た
っ
て
は
、
官
版
『
新
律
綱
領
』
を
用
い
、
傍
註
な
ど
の
ル
ビ
は
こ

れ
を
は
ぶ
い
た
。
な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
雰
掛
嫡
鰡
蝿

一
五



明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
一
月
か
ら
同
年
十
一
月
に
か
け
て
岡
山
県
下
に
お

（
Ｈ
１
）

い
て
実
施
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
悪
田
畑
改
正
」
作
業
は
、
旧
藩
時
代
の
「
密
二

（
２
）

シ
テ
且
酷
ナ
ル
」
税
制
を
改
め
、
税
負
担
を
公
平
に
し
、
そ
れ
が
軽
減
化
を
企

図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
「
而
シ
テ
大
二
税
額
ヲ
減
ス
ル
ニ
至

（
ｎ
Ｊ
）

ラ
」
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
悪
田
畑
改
正
」
の
結
果
、
「
所
有
ス
ル

ニ
堪
ユ
ヘ
キ
ノ
税
額
二
改
正
」
さ
れ
た
田
畑
が
投
票
公
売
で
落
札
さ
れ
る
過
程

で
、
か
な
り
意
図
的
か
つ
集
中
的
に
地
主
や
豪
農
層
の
手
に
集
約
さ
れ
た
と
さ

（
４
）

れ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
小
農
民
や
零
細
貧
農
層
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
は
、
改
正
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
改
悪
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

か
か
る
状
況
下
に
お
い
て
、
明
治
四
年
十
一
月
二
十
五
日
に
発
生
し
た
磐
梨

（
５
）
（
６
）

郡
下
の
農
民
騒
擾
は
、
同
二
十
八
日
に
は
赤
坂
郡
下
の
諸
村
に
も
波
及
し
、
翌

十
二
月
三
日
に
は
津
高
郡
下
の
諸
村
に
も
波
及
し
、
同
日
「
夕
五
時
頃
津
高
郡

河
内
村
ノ
内
山
條
富
谷
始
外
弐
拾
五
六
箇
村
凡
千
二
三
百
人
一
時
ニ
動
立
チ
同

夕
九
時
頃
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
宅
へ
押
掛
ヶ
立
具
諸
道
具
少
々
箪
笥

改
定
律
例
註
釈
書
」
慶
態
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
『
法
学
研
究
』
第
三

十
八
巻
四
号
（
昭
和
四
十
年
）
七
五
頁
〔
『
明
治
刑
法
史
の
研
究
（
上
）
』

手
塚
豊
著
作
集
第
四
巻
く
昭
和
五
十
九
年
〉
一
八
四
’
一
八
五
頁
〕

参
照
。二

騒
擾
の
概
略
と
そ
の
裁
判

一
一
ハ

（
７
）

等
打
設
乱
妨
相
働
」
く
が
如
き
状
況
に
ま
で
立
ち
至
っ
た
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
津
高
郡
下
の
騒
擾
の
首
謀
者
と
目
さ
れ
逮
捕
さ

れ
た
津
高
郡
河
内
村
の
農
民
吉
村
新
三
は
、
明
治
五
年
三
月
十
五
日
、
岡
山
県

（
⑥
。
）

の
取
調
べ
に
対
し
、
次
の
如
く
供
述
し
て
い
る
。

昨
未
年
（
明
治
四
年
Ｉ
中
山
註
）
十
一
月
下
旬
ヨ
リ
磐
梨
赤
坂
両
郡
村
々

動
揺
之
趣
承
り
居
申
折
柄
同
十
二
月
二
日
津
高
郡
金
川
村
へ
罷
出
帰
り
掛

ケ
同
郡
河
内
村
之
内
富
谷
百
姓
逢
坂
熊
八
方
へ
立
寄
候
処
同
人
申
出
候
ハ

赤
坂
郡
内
動
揺
出
訴
致
し
御
年
貢
米
上
納
十
分
一
一
一
相
成
候
様
願
置
致
し

候
趣
相
咄
候
付
出
願
不
致
而
者
難
相
叶
当
辺
ヨ
リ
も
出
訴
可
致
様
私
ヨ
リ

申
聞
候
処
熊
八
相
答
候
ハ
ー
同
之
義
二
候
得
ハ
訴
可
致
旨
申
候
二
付
其
侭

帰
居
申
処
翌
三
日
朝
四
ッ
時
頃
隣
家
百
姓
竹
谷
槌
蔵
私
門
前
二
而
出
会
同

人
申
出
候
者
赤
坂
郡
ハ
動
揺
致
し
御
年
貢
米
十
分
一
相
成
候
様
願
上
候
趣

就
而
者
当
村
も
難
渋
不
少
に
付
御
年
貢
米
上
納
十
分
一
一
一
相
成
候
様
出
願

致
し
候
而
者
如
何
哉
と
槌
蔵
ヨ
リ
相
咄
候
二
付
前
条
熊
八
与
出
会
候
節
之

手
続
相
咄
罷
在
候
折
柄
村
内
百
姓
寺
門
石
太
郎
同
吉
村
林
之
次
通
り
掛
ヶ

候
付
右
之
趣
私
ヨ
リ
申
談
置
直
二
私
義
ハ
隣
村
母
谷
江
用
向
有
之
罷
出
候

節
途
中
二
而
不
図
同
村
百
姓
江
見
喜
十
郎
二
出
逢
右
赤
坂
郡
内
動
揺
致
し

御
年
貢
米
十
分
一
願
上
候
趣
相
咄
し
立
別
連
一
旦
母
谷
へ
罷
越
帰
宅
仕
候

同
夕
隣
家
百
姓
寺
門
久
米
吉
方
へ
入
湯
二
参
り
居
申
処
村
方
野
間
二
而
多

人
数
相
集
リ
火
を
焚
キ
貝
吹
立
居
申
二
付
誘
引
不
致
共
一
時
二
多
人
数
二

相
成
夫
ヨ
リ
南
隣
村
小
山
村
之
方
へ
一
同
押
行
私
義
も
附
随
ひ
同
郡
辛
香

村
へ
相
越
候
処
同
村
里
正
中
山
辰
四
郎
宅
江
他
村
之
者
多
人
数
相
越
家
財



打
殴
乱
暴
仕
居
申
候
付
私
共
も
夫
ヨ
リ
猶
又
同
郡
菅
野
村
大
里
正
坂
野
倭

三
二
殿
宅
へ
一
同
之
者
罷
越
私
義
ハ
同
家
門
内
二
而
休
息
一
飯
を
請

ま
た
、
吉
村
と
同
じ
く
騒
擾
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
演
じ
た
と
目
さ
れ
た

同
所
の
農
民
竹
谷
槌
蔵
も
、
明
治
五
年
三
月
十
五
日
、
岡
山
県
の
取
調
べ
に
対

（
９
）

し
、
次
の
如
く
供
述
し
て
い
る
。

昨
未
年
（
明
治
四
年
ｌ
ｌ
中
山
註
）
十
二
月
朔
日
母
義
不
快
居
申
候
付
私

叔
父
赤
坂
郡
西
中
村
百
姓
岸
田
染
太
郎
見
廻
二
罷
越
候
二
付
同
郡
内
先
般

動
揺
致
し
候
一
条
如
何
様
之
訳
柄
二
候
哉
と
相
尋
候
処
上
郷
村
々
ヨ
リ
押

懸
ヶ
参
り
不
随
者
者
居
宅
打
殴
チ
候
様
与
申
誘
引
致
し
候
所
ヨ
リ
多
人
数

一
一
相
成
御
年
貢
米
十
分
一
二
相
成
候
様
願
立
候
趣
被
噺
同
人
義
翌
二
日
朝

罷
帰
申
候
然
ル
所
昨
未
春
已
来
村
方
田
畑
御
改
正
二
付
私
御
年
貢
米
従
前

よ
り
六
斗
四
升
計
り
多
分
払
上
候
様
相
成
難
渋
二
付
兼
而
何
と
歎
相
願
度

折
柄
右
之
咄
承
知
仕
候
間
同
三
日
朝
四
ッ
時
頃
村
内
百
姓
吉
村
新
三
一
一
出

逢
前
条
之
次
第
相
咄
此
最
寄
二
も
十
分
一
願
上
候
而
者
如
何
哉
と
私
ヨ
リ

申
談
し
候
処
可
然
旨
申
尤
同
人
義
者
最
早
前
日
同
郡
河
内
村
之
内
富
谷
百

姓
逢
坂
熊
八
江
出
訴
可
致
様
及
談
示
居
申
候
旨
相
咄
罷
在
候
折
柄
村
内
百

姓
寺
門
石
太
郎
同
吉
村
林
之
次
通
り
掛
り
候
付
新
三
ヨ
リ
両
人
へ
も
右
之

趣
咄
し
合
相
別
し
私
ヨ
リ
も
村
内
最
寄
之
者
江
者
不
取
敢
伝
置
申
候
私
義

同
夕
六
シ
半
時
迄
隣
家
江
入
湯
二
参
り
帰
宅
懸
ヶ
唯
今
ヨ
リ
出
訴
可
致
旨

喚
立
置
一
旦
帰
宅
仕
蓑
笠
ヲ
着
杖
ヲ
携
村
方
野
間
へ
立
出
候
処
近
郷
村
々

之
者
共
続
々
罷
越
竹
貝
吹
立
火
ヲ
焚
居
申
候
処
一
時
多
人
数
二
相
成
申
候

前
条
之
外
談
し
合
致
し
候
義
二
而
者
無
御
座
候
得
共
村
々
之
者
共
人
気
立

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

候
処
ヨ
リ
歎
一
時
二
多
人
数
二
相
成
直
一
二
同
下
筋
村
々
江
押
行
既
一
一
先

立
候
村
々
之
者
共
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
宅
へ
相
越
及
乱
暴
夫
ヨ

リ
同
郡
菅
野
村
大
里
正
坂
野
倭
三
二
殿
方
へ
罷
越
候
処
最
早
多
勢
同
家
へ

参
り
居
申
私
義
ハ
同
家
二
而
一
飯
ヲ
請
ひ
休
息
致

さ
て
、
蜂
起
し
、
群
集
と
化
し
た
農
民
は
、
翌
四
日
早
朝
に
は
、
「
同
郡
大

（
マ
マ
）

里
正
菅
野
村
阪
野
倭
三
二
田
村
百
姓
坂
野
鉄
次
郎
宅
ニ
テ
ー
飯
ヲ
請
上
夫
ヨ
リ

南
ノ
方
口
分
へ
押
出
右
道
筋
辛
香
村
始
村
々
百
姓
共
誘
出
シ
同
郡
横
井
上
村
ノ

内
字
白
玉
卜
申
処
酒
造
家
ニ
テ
同
六
シ
半
時
頃
飲
食
致
居
」
と
の
状
況
で
あ
り
、

こ
の
旨
の
報
知
を
受
け
た
岡
山
県
は
、
即
時
に
「
租
税
掛
寺
崎
金
八
郎
吉
川
渡
」

の
両
名
を
現
場
に
派
遣
し
た
が
、
群
集
は
す
で
に
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
後
で

（
叩
）

あ
っ
た
。
そ
の
後
も
群
集
は
、
「
道
筋
横
井
上
村
始
村
々
百
姓
共
誘
出
シ
同
日

五
時
過
同
郡
大
里
正
下
芳
賀
今
井
郁
太
郎
宅
へ
押
掛
ヶ
立
具
等
打
碑
家
財
諸
道

具
等
不
残
門
内
へ
投
出
シ
悉
焼
捨
宅
舎
長
屋
共
柱
畳
壁
等
へ
疵
付
夫
ヨ
リ
下
芳

賀
始
村
々
百
姓
共
附
随
上
野
合
二
積
置
候
藁
等
焼
立
多
人
数
押
出
候
趣
」
に
ま

（
Ⅲ
）

で
騒
擾
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

さ
て
、
事
態
の
急
変
に
驚
樗
し
た
岡
山
県
は
、
こ
れ
が
収
拾
の
た
め
、
「
大

（
マ
マ
）

属
渡
邉
能
靜
小
隊
長
森
鉄
太
郎
隊
同
道
同
郡
首
村
へ
」
派
遣
し
た
が
、
「
最
早

一
同
南
口
分
へ
押
行
候
総
人
数
凡
二
千
人
余
同
日
八
時
頃
同
郡
大
里
正
白
石
村

深
井
文
平
宅
へ
押
掛
ヶ
放
火
及
乱
妨
候
二
付
渡
邉
能
靜
権
大
属
平
野
伴
則
吉
川

渡
直
二
駈
付
及
理
解
候
へ
共
鎮
静
不
仕
弥
引
取
不
申
候
ヘ
ハ
不
得
止
樽
払
可
申

（
勉
）

旨
申
聞
候
へ
ト
モ
更
二
相
止
候
勢
無
之
」
と
い
う
が
如
き
状
況
と
な
っ
た
。

四
日
以
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
前
述
の
吉
村
新
三
は
、
次
の
如
く
供
述
し
て

一
七



（
咽
）

い
る
Ｏ

四
日
暁
一
同
之
者
同
所
立
出
同
郡
横
井
上
村
字
白
玉
酒
造
家
へ
参
り
候
処

多
勢
之
中
二
者
満
腹
之
者
共
有
之
私
義
者
同
家
二
而
尚
又
一
飯
を
請
ひ
夫

ヨ
リ
村
々
之
者
共
同
郡
下
芳
賀
大
里
正
今
井
郁
太
郎
殿
方
へ
罷
越
頻
リ
ニ

乱
暴
仕
居
申
候
へ
共
私
義
ハ
手
ヲ
着
不
申
夫
ヨ
リ
同
郡
一
宮
へ
参
り
同
所

一
一
止
リ
居
申
候
処
出
先
村
々
之
者
共
最
早
同
郡
白
石
村
ま
て
押
行
同
村
大

里
正
深
井
文
平
殿
宅
放
火
致
し
既
二
銃
隊
御
差
向
御
榑
払
相
成
候
由
二
而

多
人
数
之
者
共
一
宮
村
迄
逃
帰
リ
候
付
右
始
末
承

か
く
て
暴
徒
と
化
し
た
群
集
は
、
「
此
侭
差
置
候
テ
ハ
波
及
伝
染
此
上
如
何

様
ノ
大
害
ヲ
生
シ
候
モ
難
計
勢
」
に
ま
で
膨
張
し
た
た
め
、
岡
山
県
は
、
こ
れ

が
鎮
圧
の
た
め
、
「
出
先
役
員
申
談
」
の
結
果
、
「
森
銭
太
郎
隊
」
に
「
砲
発
」

を
命
ず
る
に
至
り
、
こ
の
結
果
、
「
即
死
五
人
手
負
五
人
有
之
依
之
其
場
へ
集

居
申
者
ト
モ
ハ
ー
時
散
乱
」
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
後
も
「
多
人
数
ノ
儀
故

起
伏
難
計
二
付
直
二
追
掛
ヶ
同
日
七
半
時
頃
同
郡
一
宮
村
迄
追
詰
」
め
る
ま
で

（
Ｍ
）

に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
群
集
が
追
い
詰
め
ら
れ
た
一
宮
村
に
お
い
て
、
蜂
起
以

来
、
農
民
の
説
得
に
あ
た
っ
て
い
た
岡
山
県
の
大
属
渡
邉
能
靜
、
権
大
属
平
野

伴
則
お
よ
び
租
税
掛
吉
川
渡
等
に
加
え
、
「
聴
断
掛
少
属
徳
田
明
誠
罷
越
倶
々

一
同
へ
対
シ
早
々
引
取
願
筋
等
有
之
候
ハ
堅
追
テ
総
代
ヲ
以
可
申
出
尚
此
上
鎮

静
不
致
候
ハ
私
処
置
振
リ
モ
可
有
之
旨
申
聞
候
処
同
夕
五
時
頃
夫
々
引
取
」
り
、

（
脂
）

騒
擾
は
ひ
と
ま
ず
鎮
静
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
前
述
の
吉
村
新
三
は
、
次
の
如
く
供
述
し
て
い

（
崎
）

ヲ
一
己
◎

同
所
（
一
宮
村
Ｉ
ｌ
中
山
註
）
へ
租
税
御
懸
リ
渡
邉
大
属
様
同
平
野
権
大

属
様
御
出
張
願
之
筋
可
申
出
旨
被
仰
聞
母
谷
喜
十
郎
私
共
菅
野
村
組
合
為

惣
代
願
置
之
趣
申
上
候
処
種
々
御
説
諭
之
上
私
共
ヨ
リ
双
方
理
解
い
た
し

倶
々
引
取
候
様
被
仰
聞
執
連
も
直
二
引
取
候

し
か
し
、
そ
の
後
も
、
「
兎
角
流
言
甚
敷
人
気
不
穏
二
付
役
員
共
所
々
廻
村

鎮
撫
」
し
た
結
果
、
「
同
六
日
迄
一
二
同
帰
縣
」
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に

（
Ⅳ
）

騒
擾
は
完
全
に
鎮
静
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
、
岡
山
県
は
、
十
二
月
十
二

日
、
事
件
の
経
過
を
と
り
あ
え
ず
太
政
官
に
報
告
す
べ
く
、
太
政
官
の
秘
書
部

局
と
で
も
い
う
べ
き
「
内
史
」
お
よ
び
「
外
史
」
か
ら
な
る
「
史
官
」
宛
に
、

（
旧
）

次
の
如
く
届
け
出
て
い
る
。

別
紙
ノ
通
今
般
縣
地
ヨ
リ
申
越
候
へ
ト
モ
委
細
ノ
儀
不
申
越
候
間
尚
申
越

次
第
書
上
可
申
候
此
段
不
取
敢
御
届
申
上
候
以
上

辛
未
十
二
月
十
二
日
岡
山
縣

史
官
御
中

当
縣
下
村
民
徒
党
事
件
御
届

当
縣
管
内
備
前
國
赤
坂
郡
ノ
内
村
民
ト
モ
結
党
去
月
季
ヨ
リ
各
所
哺
集
窓

二
民
家
へ
乱
入
シ
器
物
ヲ
焚
殴
ス
ル
等
ノ
挙
動
二
及
上
候
故
早
速
役
員
ノ

者
ト
モ
出
張
説
諭
相
加
取
鎮
候
処
引
続
磐
梨
上
道
津
高
三
郡
ノ
者
ト
モ
同

様
ノ
挙
動
相
企
往
々
里
正
ト
モ
ノ
居
宅
ヲ
焚
殴
ス
ル
等
ノ
暴
動
二
及
上
候

二
付
不
得
止
兵
隊
操
出
発
炮
為
致
候
処
死
傷
凡
九
名
余
ハ
即
時
散
乱
仕
候

右
ノ
事
情
二
候
故
元
権
大
参
事
初
役
員
ノ
者
ト
モ
各
所
巡
行
御
撫
仙
ノ
御

一

八



深
意
ヲ
以
精
々
説
諭
二
及
上
居
申
候

死
傷
人
名
左
ノ
通

津
高
郡
下
芳
賀
村

平
民

死
板
野
滝
三

同
郡
白
石
村

平
民

死
升
三
郎

同
郡
花
尻
村
平
民

則
武
勝
五
郎
悴

死
則
武
嘉
五
郎

同
誰
浄
野
村
ノ
内
西
管
野

（
マ
マ
）

平
民

死
島
村
三
造

同
郡
富
原
村
平
民

金
藤
彌
三
郎
弟

死
金
藤
周
吉

同
郡
白
石
村
平
民

秀
次
郎

傷
母同

郡
中
原
村

平
民

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

入
江
林
平
内
別
惣
次
郎
悴

傷
入
江
元
蔵

同
郡
大
岩
村

傷
順
吉

右
ノ
通
申
越
候
死
傷
モ
有
之
儀
二
付
不
取
敢
御
届
申
上
候
尚
委
細
ノ
儀
ハ

追
テ
取
調
書
上
可
申
候
以
上

辛
未
十
二
月
十
二
日
岡
山
縣

史
官
御
中

そ
の
後
、
郡
下
の
村
役
人
よ
り
歎
願
書
が
差
し
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
披
見
し
た
岡
山
県
で
は
、
コ
々
難
筋
立
儀
二
付
」
と
の
理
由
で
、
十

三
日
、
「
渡
邉
能
靜
租
税
監
督
辻
富
四
郎
租
税
掛
杉
原
平
太
郎
吉
川
渡
」
の
四

名
を
、
郡
下
の
「
菅
野
金
川
村
中
田
村
」
に
出
張
さ
せ
、
「
近
傍
村
々
百
姓
総

（
旧
）

代
呼
寄
歎
願
書
」
を
差
し
返
し
た
う
え
で
、
次
の
如
く
回
答
し
た
。

一
知
事
様
御
復
職
ノ
事

知
事
免
職
ノ
儀
ハ
諸
一
同
ノ
儀
ニ
テ
朝
廷
深
キ
思
召
被
為
在
候
御

事
御
時
勢
不
相
弁
者
ニ
テ
ハ
ー
応
尤
ノ
情
実
二
候
へ
共
更
二
願
出

候
訳
二
無
之
候
間
能
々
御
布
告
ノ
御
主
意
ヲ
相
弁
可
申
事

一
知
事
様
御
家
禄
十
分
一
二
相
成
候
上
ハ
御
年
貢
十
分
一
相
納
度
事

租
税
ノ
儀
ハ
元
来
朝
廷
ノ
御
物
ナ
ル
ヲ
数
百
年
武
家
私
有
ノ
姿
二

相
成
居
申
夫
辿
国
守
壱
人
ノ
私
有
ニ
ハ
無
之
矢
張
治
民
ノ
用
途
二

一
九

傷

國
光
財
治

同
郡
横
井
上
村
平
民



相
充
候
事
二
有
之
今
般
御
改
革
版
籍
奉
還
相
成
候
ハ
至
当
ノ
御
事

決
テ
知
事
様
井
士
族
ノ
家
禄
二
拘
り
候
儀
ニ
ハ
無
之
甚
以
心
得
違

不
当
ノ
申
立
二
候
条
早
々
例
ノ
通
収
納
可
致
事

一
田
畑
改
正
二
付
難
渋
ノ
向
有
之
事

藩
ノ
適
宜
ヲ
以
加
損
ト
唱
へ
遣
来
候
処
往
々
下
方
ノ
煩
上
’
一
相
成

候
故
御
仁
伽
ノ
御
改
正
一
一
有
之
候
間
決
テ
難
渋
ノ
向
ハ
肌
無
之
筈

二
候
万
一
調
違
等
ニ
テ
実
々
難
渋
ノ
向
有
之
候
ハ
巽
其
者
二
限
り

歎
願
可
致
筈
ノ
処
連
印
等
ニ
テ
一
同
申
立
候
儀
ハ
甚
以
心
得
違
ノ

至
二
候
事

一
義
倉
廃
止
ノ
事

組
合
融
通
二
取
建
遣
候
事
故
篤
ト
組
合
談
合
ノ
上
申
出
候
ヘ
ハ
相

止
候
モ
勝
手
次
第
ノ
事

一
夫
口
糠
藁
代
御
免
ノ
事

此
頃
伺
中
二
候
条
追
テ
何
分
ノ
御
沙
汰
可
有
之
事

こ
の
回
答
に
対
し
、
召
集
さ
れ
た
「
百
姓
総
代
」
も
、
「
腰
書
ノ
通
理
解
」

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
県
よ
り
派
遣
さ
れ
た
渡
邉
能
靜
以
下
四
名
も
、
十
五
日

（
釦
）

に
は
、
帰
県
し
、
こ
こ
に
騒
擾
は
完
全
に
終
息
し
、
事
後
の
処
理
を
残
す
の
み

と
な
っ
た
。

さ
て
、
騒
擾
関
係
者
の
逮
捕
、
取
調
べ
の
方
は
、
騒
擾
鎮
定
直
後
か
ら
着
手

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
五
年
二
月
十
五
日
に
「
御
捕
押
懸
牢
三
番

（
別
）

へ
入
牢
被
仰
付
」
れ
た
吉
村
新
三
の
外
は
、
資
料
を
欠
き
不
明
で
あ
る
。
そ
れ

は
と
も
あ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者
に
対
す
る
岡
山
県
の
取
調
べ
の
方
は
順
調

に
行
わ
れ
た
模
様
で
、
翌
明
治
五
年
三
月
十
五
日
に
は
、
「
津
高
郡
河
内
村
之

内
山
条
」
の
吉
村
新
三
お
よ
び
同
所
の
竹
谷
槌
蔵
が
、
ま
た
、
同
二
十
五
日
に

は
、
同
所
の
吉
村
林
之
次
、
寺
門
石
太
郎
、
「
同
村
之
内
富
谷
」
の
逢
坂
熊
八

お
よ
び
「
同
村
之
内
母
谷
」
の
江
見
喜
十
郎
が
、
さ
ら
に
、
同
四
月
三
日
に
は
、

「
同
村
之
内
山
条
」
の
寺
門
久
米
吉
お
よ
び
赤
坂
郡
西
中
村
の
岸
田
染
太
郎
が
、

そ
れ
ぞ
れ
岡
山
県
の
「
断
獄
御
役
所
」
に
お
い
て
行
っ
た
供
述
を
も
と
に
作
成

（
泥
）

さ
れ
た
「
口
書
」
が
完
成
し
た
。

容
疑
者
の
自
白
を
え
た
岡
山
県
は
、
六
月
（
日
欠
）
、
「
備
前
國
津
高
郡
河
内

（
マ
マ
）

村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
外
七
人
御
仕
置
伺
書
」
を
、
次
の
如
く
司
法
省
に

（
蝿
）

提
出
し
た
。

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
此
無
百
姓
吉
村
新
三
外
七
人
吟
味
仕
候
処
左

之
通

（
マ
マ
）

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

吉
村
新
三

申
三
十
九
歳

右
吉
村
新
三
義
村
方
百
姓
竹
谷
槌
蔵
寺
門
石
太
郎
吉
村
林
之
次
同
村
之
内

富
谷
百
姓
逢
坂
熊
八
其
外
之
者
共
江
出
訴
歎
願
之
義
申
談
去
辛
未
年
十
二

月
三
日
夕
近
隣
村
々
百
姓
共
為
出
訴
一
時
二
騒
立
新
三
義
も
罷
越
遂
二
同

郡
村
々
江
波
及
多
人
数
二
相
成
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
同
郡
大
里

正
下
芳
賀
今
井
郁
太
郎
宅
へ
押
懸
家
財
諸
道
具
共
打
砕
同
郡
大
里
正
白
石

村
深
井
文
平
宅
放
火
お
よ
ひ
候
右
乱
暴
之
節
新
三
義
ハ
手
ヲ
着
不
居
申
且

赤
坂
郡
村
々
動
揺
し
貢
米
十
分
一
ヲ
願
候
旨
右
槌
蔵
ヨ
リ
承
り
候
与
雌
モ

一

一

○



（
マ
マ
）

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

銀
三
郎
悴

竹
谷
槌
蔵

申
三
十
五
歳

右
竹
谷
槌
蔵
義
赤
坂
郡
村
々
動
揺
致
し
貢
米
十
分
一
願
出
候
由
承
り
村
内

百
姓
吉
村
新
三
吉
村
林
之
次
寺
門
石
太
郎
其
外
之
者
共
へ
右
同
様
出
訴
歎

願
之
義
申
談
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
端
立
村
方
之
者
共
誘
出
候
処
近
郷

村
々
一
時
ニ
騒
立
遂
二
同
郡
村
々
へ
波
及
多
人
数
二
相
成
同
郡
辛
香
村
里

正
中
山
辰
四
郎
同
郡
大
里
正
下
芳
賀
今
井
郁
太
郎
宅
江
押
懸
家
財
諸
道
具

共
打
砕
又
ハ
焼
捨
同
郡
大
里
正
白
石
村
深
井
文
平
宅
及
放
火
候
右
乱
暴
之

節
槌
蔵
義
ハ
手
ヲ
着
不
居
申
候
へ
共
前
条
徒
党
相
企
出
訴
致
し
候
始
末
不

届
二
付
絞
罪
可
申
付
哉

前
条
徒
党
相
企
候
始
末
不
届
二
付
紋
罪
可
申
付
哉

（
マ
マ
）

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

吉
村
林
之
次

申
三
十
一
歳

寺
門
石
太
郎

申
四
十
歳

右
吉
村
林
之
次
寺
門
石
太
郎
義
付
内
百
姓
吉
村
新
三
竹
谷
槌
蔵
ヨ
リ
出
訴

歎
願
之
義
示
談
二
預
リ
林
之
次
義
ハ
村
方
之
者
へ
も
申
伝
へ
去
辛
未
年
十

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

江
見
喜
十
郎

申
四
十
二
歳

（
マ
マ
）

右
江
見
喜
十
郎
義
同
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
二
出
逢
候
節
赤

坂
郡
村
々
動
揺
之
咄
し
承
り
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
村
々
百
姓
共
為
出

訴
一
時
騒
立
候
節
罷
越
遂
二
外
村
々
江
波
及
多
人
数
乱
暴
相
働
候
得
共
右

喜
十
郎
義
其
節
相
交
不
居
申
二
付
附
随
ニ
依
り
無
罪
二
可
有
御
座
哉

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
富
谷
百
姓

逢
坂
熊
八

申
三
十
八
歳

（
マ
マ
）

右
逢
坂
熊
八
義
同
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
よ
里
出
訴
歎
願
之

義
申
談
候
節
同
意
二
も
無
之
去
辛
未
年
十
二
月
三
日
夕
近
郷
村
々
百
姓
共

為
出
訴
騒
立
候
剛
一
旦
立
出
候
得
共
眼
病
二
而
途
中
ヨ
リ
罷
帰
候
付
外
多

人
数
之
者
乱
暴
相
働
候
節
右
熊
八
義
ハ
相
交
リ
不
居
申
二
付
附
随
ニ
依
り

無
罪
二
可
有
御
座
哉

二
月
三
日
夕
近
郷
村
々
百
姓
共
為
出
訴
騒
立
候
節
両
人
共
罷
越
遂
二
同
郡

村
々
江
波
及
外
多
人
数
ニ
お
ゐ
て
ハ
諸
所
乱
暴
致
し
候
右
乱
暴
之
節
両
人

と
も
相
交
リ
不
居
申
二
付
附
随
ニ
ョ
リ
無
罪
二
可
有
御
座
哉

（
マ
マ
）

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓

一
一
一

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
母
谷
百
姓



右
之
通
二
御
座
候
御
仕
置
之
義
別
帳
口
書
七
冊
井
手
続
書
三
冊
共
相
添
此

段
相
伺
申
候
已
上

明
治
五
年
壬
申
六
月
岡
山
縣

な
お
、
こ
れ
と
前
後
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
六
月
（
日
欠
）
中
に
、
今
回

の
岡
山
県
下
四
郡
の
騒
擾
の
鎮
定
に
あ
た
っ
た
岡
山
県
の
官
員
よ
り
、
岡
山
県

（
別
）

宛
に
、
次
の
如
き
進
退
伺
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

寺
門
久
米
吉

申
四
十
一
歳

右
寺
門
久
米
吉
義
村
内
百
姓
吉
村
新
三
入
湯
二
参
居
申
処
近
隣
村
々
百
姓

共
騒
立
候
節
両
人
同
道
罷
越
遂
二
外
村
々
江
波
及
外
多
人
数
お
ゐ
て
ハ
乱

暴
相
働
候
得
共
右
久
米
吉
義
ハ
相
交
不
居
申
二
付
附
随
ニ
依
り
無
罪
二
可

有
御
座
哉

備
前
國
赤
坂
郡
西
中
村
百
姓

岸
田
染
太
郎

申
五
十
九
歳

右
岸
田
染
太
郎
義
去
辛
未
年
十
二
月
朔
日
津
高
郡
河
内
村
之
内
此
無
呼
姓

竹
谷
槌
蔵
兼
而
親
類
二
付
同
人
母
病
気
二
罷
在
右
見
舞
与
し
て
罷
越
候
節

槌
蔵
義
赤
坂
郡
村
々
動
揺
之
始
末
相
尋
候
付
村
々
動
揺
致
し
御
年
貢
米
十

分
一
相
成
候
様
歎
願
致
し
候
由
相
咄
候
処
ヨ
リ
其
後
槌
蔵
義
村
方
之
者
申

談
津
高
郡
村
々
動
揺
及
候
得
共
右
染
太
郎
義
無
何
心
相
咄
候
趣
二
有
之
且

同
人
義
赤
坂
郡
村
々
動
揺
之
節
相
交
リ
不
居
申
二
付
無
罪
二
可
有
御
座
哉

昨
辛
未
年
十
一
月
廃
縣
被
仰
出
候
後
御
沙
汰
ノ
通
旧
貫
ノ
御
用
取
扱
罷
在

当
時
ノ
官
員
於
東
京
拝
命
未
着
県
無
之
際
同
月
御
管
内
在
野
之
者
共
勿
謂

義
申
立
一
時
動
揺
及
乱
暴
候
二
付
其
節
不
取
敢
御
届
申
上
候
通
甚
以
不
埒

ノ
至
奉
存
候
然
ル
処
右
ハ
全
ク
私
共
兼
而
教
諭
方
不
行
届
ヨ
リ
不
都
合
出

来
二
相
当
り
深
ク
奉
恐
入
候
依
之
前
顕
動
揺
ノ
始
末
書
相
添
進
退
之
儀
奉

伺
候
間
宜
様
御
取
計
之
程
奉
頼
候
以
上

壬
申
六
月

そ
の
後
、
七
月
十
三
日
、
岡
山
県
は
、
こ
の
官
員
進
退
伺
と
と
も
に
岡
山
県

下
の
津
高
郡
以
下
四
郡
の
騒
擾
仏
聖
金
員
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・

（
マ
マ
）

岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権
大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪

郡
磐
梨
郡
上
道
郡
村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
と
同
一
内
容
の
も
の
）
を
、
次
の

（
濁
）

如
き
伺
書
と
と
も
に
、
太
政
官
に
進
達
し
た
。

昨
辛
未
年
十
一
月
当
縣
管
下
在
郷
ノ
者
共
及
動
揺
候
儀
二
付
追
々
取
調
吟

味
口
書
類
ハ
此
度
司
法
省
へ
差
出
刑
相
伺
置
候
儀
二
御
座
候
就
テ
ハ
旧
官

員
ト
モ
進
退
伺
井
右
動
揺
ノ
始
末
書
等
差
出
候
間
何
分
ノ
御
沙
汰
奉
伺
候

以
上

（
妬
）

同
日
、
太
政
官
は
、
司
法
省
に
対
し
、
次
の
如
く
達
し
た
。

昨
辛
未
年
十
一
月
中
旧
岡
山
縣
管
下
動
揺
ノ
儀
二
付
旧
大
参
事
始
始
末
書

ヲ
以
テ
進
退
伺
出
候
間
取
調
処
分
可
有
之
候
也

こ
の
太
政
官
の
指
示
に
対
す
る
司
法
省
の
対
応
を
示
す
直
接
的
資
料
は
不
明

で
あ
る
が
、
前
掲
『
岡
山
縣
史
料
』
四
十
三
・
縣
治
紀
事
の
「
騒
擾
」
の
項
に
、

「
同
年
（
明
治
五
年
ｌ
ｌ
中
山
註
）
八
月
司
法
省
ヨ
リ
旧
官
員
ハ
無
構
旨
達
セ

一
一
一
一



ラ
レ
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
進
退
伺
を
提
出
し
た
官
員
が
処
罰
さ
れ
る
こ

（
”
）

と
は
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
時
間
的
に
は
前
後
す
る
が
、
吉
村
新
三
に
つ
い
て
は
、
先
に
岡

山
県
が
司
法
省
に
提
出
し
た
処
刑
伺
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
明
治
五
年
六
月
二
十
三
日
深
夜
（
後
述
の
吉
村
の
供
述
に
よ
れ
ば
、

二
十
三
日
の
「
晩
七
ッ
時
頃
」
と
さ
れ
る
の
で
、
正
確
に
は
、
翌
二
十
四
日
の

未
明
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
）
、
収
監
中
の
吉
村
が
、
同
囚
の
守
屋
喜
右
衛
門

な
ど
の
脱
獄
計
画
を
密
告
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と

き
の
様
子
に
つ
い
て
、
吉
村
は
、
明
治
五
年
七
月
二
日
、
岡
山
県
の
取
調
べ
に

（
邪
）

対
し
、
次
の
如
く
供
述
し
て
い
る
。

昨
辛
未
年
十
二
月
中
同
郡
（
津
高
郡
ｌ
中
山
註
）
村
々
動
揺
之
義
二
付

当
二
月
十
五
日
御
捕
押
懸
牢
三
番
へ
入
牢
被
仰
付
罷
在
候
処
同
六
月
五
日

一
番
へ
転
牢
相
成
居
申
候
然
ル
処
同
月
廿
日
頃
ヨ
リ
相
牢
之
内
備
前
國
賀

陽
郡
板
倉
村
出
生
守
屋
喜
右
衛
門
大
坂
信
濃
橋
通
り
信
濃
町
紀
伊
國
屋
平

三
郎
河
内
國
出
生
豊
松
等
連
立
何
廉
密
二
示
談
仕
候
付
破
牢
之
企
一
一
も
可

有
之
哉
聯
懸
念
罷
在
候
処
同
廿
三
日
右
喜
右
衛
門
ヨ
リ
何
卒
破
牢
脱
出
致

し
度
二
付
同
意
致
し
呉
候
ハ
堅
相
牢
之
者
共
不
残
同
意
之
旨
申
聞
候
付
追

（
マ
マ
）

而
返
答
可
及
旨
申
出
候
処
尚
又
津
高
郡
田
地
子
村
御
百
姓
大
頭
鉄
五
郎
ヨ

リ
破
牢
之
義
如
何
相
考
候
哉
与
申
候
付
一
同
之
義
二
候
ハ
墜
同
意
可
致
旨

申
答
置
一
同
之
源
意
相
察
候
処
猶
予
仕
候
而
ハ
即
夜
破
牢
致
し
候
も
難
斗

様
相
考
甚
恐
入
候
義
与
存
罷
在
候
中
同
晩
七
ッ
時
頃
御
番
人
様
御
見
廻
り

御
座
候
付
不
取
敢
破
牢
之
企
有
之
段
申
上
候

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

こ
の
吉
村
の
供
述
に
疑
問
を
懐
い
た
岡
山
県
の
取
調
当
局
は
、
「
斯
ル
所
業

有
之
故
訴
出
与
雛
其
方
お
ゐ
て
も
真
以
同
意
致
し
置
反
復
之
者
一
一
可
有
之
不
包

申
出
候
様
」
と
、
厳
し
く
尋
問
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
吉
村
は
、
前
述
の
供
述

（
羽
）

の
通
り
で
あ
り
、
「
決
而
同
意
不
仕
義
二
御
座
候
」
と
返
答
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
岡
山
県
当
局
も
、
そ
れ
以
上
の
追
及
は
、
こ
れ
を
諦
め
、
明
治

五
年
七
月
二
日
に
は
、
吉
村
が
、
岡
山
県
の
「
断
獄
御
役
所
」
に
お
い
て
行
っ

（
鋤
）

た
供
述
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
「
口
書
」
が
完
成
す
る
に
至
っ
た
。

吉
村
の
自
白
を
え
た
岡
山
県
は
、
同
年
九
月
二
十
四
日
、
「
備
前
國
津
高
郡

（
マ
マ
）

河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
御
仕
置
伺
書
」
を
、
次
の
如
く
司
法
卿
江
藤

新
平
・
司
法
大
輔
福
岡
孝
弟
宛
に
提
出
し
、
同
囚
の
脱
獄
計
画
の
密
告
の
功
を

（
別
）

認
め
、
刑
の
減
軽
を
求
め
た
。

（
マ
マ
）

備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百
姓
吉
村
新
三
吟
味
仕
候
処
左
之
通

吉
村
新
三

申
三
十
九
歳

右
吉
村
新
三
義
村
方
百
姓
竹
谷
槌
蔵
寺
門
石
太
郎
吉
村
林
之
次
同
村
之
内

富
谷
百
姓
逢
坂
熊
八
其
外
之
者
共
へ
出
訴
歎
願
之
義
申
談
去
辛
未
年
十
二

月
三
日
夕
近
隣
村
々
百
姓
共
為
出
訴
一
時
二
騒
立
新
三
義
も
罷
越
遂
二
同

郡
村
々
へ
波
及
多
人
数
ニ
相
成
り
同
郡
辛
香
村
里
正
中
山
辰
四
郎
同
郡
大

里
正
下
芳
賀
今
井
郁
太
郎
宅
へ
押
懸
ヶ
家
財
諸
道
具
共
打
砕
同
郡
大
里
正

白
石
村
深
井
文
平
宅
放
火
及
ひ
候
右
乱
暴
之
節
新
三
義
ハ
手
ヲ
着
不
居
申

（
マ
マ
）

且
赤
坂
郡
村
々
動
揺
貢
米
十
分
一
ヲ
願
候
旨
右
槌
三
ヨ
リ
承
候
処
ヨ
リ
心

得
違
候
卜
錐
前
条
徒
党
相
企
候
始
末
不
届
二
付
絞
罪
可
申
付
哉
之
旨
先
般

一
一
一
一
一



明
治
五
年
壬
申
九
月
廿
四
日
岡
山
縣

江
藤
司
法
卿
殿

福
岡
司
法
大
輔
殿

さ
て
、
岡
山
県
よ
り
騒
擾
関
係
者
の
処
刑
伺
を
上
申
さ
れ
た
司
法
省
は
、
十

（
蛇
）

月
二
十
四
日
、
次
の
如
き
量
刑
指
令
を
、
岡
山
県
に
申
達
し
た
。

両
人
赤
坂
郡
ノ
挙
動
ヲ
聞
キ
本
村
モ
之
二
倣
ラ
ヒ
貢
米
十
分
一
上
納
ヲ
出

願
ス
ル
方
然
ル
ヘ
シ
ト
他
村
ノ
多
衆
二
附
随
シ
大
里
正
迄
願
出
ル
ト
雛
モ

其
説
諭
を
聞
テ
承
服
退
散
ス
依
テ
新
条
例
聚
衆
構
訟
抗
官
ノ
兇
徒
ヲ
以
テ

論
シ
難
シ
唯
一
村
ノ
首
ト
ナ
リ
多
人
数
ヲ
以
テ
出
願
ス
ル
ハ
掲
傍
徒
党
ノ

禁
ヲ
犯
ス
ヲ
以
テ
違
制
ノ
罪
二
擬
シ
杖
一
百
ノ
処
同
囚
ノ
破
牢
ヲ
訴
ル
ニ

ョ
リ
一
等
ヲ
減
シ

懲
役
九
十
日
吉
村
新
三

同
上
違
制
二
擬
シ
杖
一
百
竹
谷
槌
蔵

同
上
附
和
随
行
違
令
軽
答
三
十

吉
村
林
之
次

寺
門
石
太
郎

右
之
通
二
御
座
候
御
仕
置
之
義
別
帳
口
書
一
冊
相
添
此
段
相
伺
申
候
已
上

准
流
十
年
可
申
付
哉

口
書
相
添
伺
中
当
六
月
廿
三
日
相
牢
之
内
備
中
國
賀
陽
郡
板
倉
村
守
屋
喜

右
衛
門
其
外
之
者
共
破
牢
相
企
罷
在
候
旨
右
新
三
義
訴
出
二
付
減
死
一
等

伺
之
通

無
罪
岸
田
染
太
郎

團
團
團
圖
團
團
閏

こ
の
司
法
省
指
令
を
分
析
す
れ
ば
、
次
の
如
き
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

㈲
ま
ず
、
吉
村
新
三
の
量
刑
に
関
す
る
司
法
省
指
令
は
、
当
時
、
現
行
刑

法
と
し
て
頒
布
、
施
行
さ
れ
て
い
た
新
律
綱
領
の
中
の
農
民
騒
擾
に
対
処
す
る

（
兜
）

た
め
に
設
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
賊
盗
律
・
兇
徒
聚
衆
条
の
条
項
に
よ
る
こ
と
な

（
狐
）

く
、
そ
れ
が
改
正
・
補
充
法
の
草
案
と
し
て
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
新
律
条
例

の
条
項
に
依
拠
し
て
い
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

新
律
条
例
（
第
一
次
草
案
）
第
二
百
九
十
条
（
雑
犯
律
・
違
令
附
例
）
の
中
の

「
凡
制
二
違
う
者
ハ
杖
一
百
」
な
る
規
定
に
よ
り
、
ま
ず
「
杖
一
百
」
を
選
択

し
た
う
え
で
、
こ
れ
に
、
収
監
中
に
同
囚
の
脱
獄
計
画
を
密
告
し
、
事
前
に
防

止
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
新
津
条
例
（
第
一
次
草
案
）
第
三
百
一
条
（
捕
亡
律
・

獄
囚
脱
艦
及
反
獄
逃
走
附
例
）
の
中
の
「
反
獄
ノ
情
ヲ
知
テ
首
報
ス
ル
者
斬
絞

以
下
各
本
罪
一
等
ヲ
減
ス
」
な
る
規
定
お
よ
び
新
律
綱
領
・
名
例
律
上
・
加
減

罪
例
条
第
二
項
の
中
の
「
減
卜
称
ス
ル
者
ハ
・
本
罪
上
二
就
テ
減
軽
ス
。
仮
令

ハ
・
答
五
十
ヲ
犯
ス
’
一
。
一
等
ヲ
減
ス
レ
ハ
・
答
四
十
二
坐
…
…
：
ス
ル
ノ
類
」

な
る
規
定
を
順
次
適
用
し
、
「
本
罪
」
た
る
「
杖
一
百
」
か
ら
．
等
」
を
減

軽
し
た
「
杖
九
十
」
を
量
定
し
、
さ
ら
に
、
明
治
五
年
四
月
（
日
欠
）
・
太
政

賦
罪
金
二
両
一
分
シ
昼

一

一

四

寺江逢

門見坂

熊
八

喜
十
郎

久
米
吉



官
第
百
十
三
号
布
告
を
も
っ
て
頒
布
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
懲
役
法
」
を
適
用
し
、

そ
の
「
懲
役
図
」
に
し
た
が
っ
て
、
「
杖
九
十
」
を
「
懲
役
九
十
日
」
と
量
刑

し
た
（
前
掲
『
法
規
分
類
大
全
』
第
五
十
四
巻
・
刑
法
門
１
・
刑
法
門
二
・
刑

律
二
・
一
九
八
’
一
九
九
頁
）
か
、
そ
れ
と
も
、
新
律
条
例
（
第
一
次
草
案
）

第
二
百
九
十
条
の
前
掲
規
定
、
同
・
第
三
百
一
条
の
前
掲
規
定
お
よ
び
新
律
綱

領
・
名
例
律
上
・
加
減
罪
例
条
第
二
項
の
前
掲
規
定
を
、
順
次
適
用
し
、
「
杖

九
十
」
を
選
択
し
た
の
ち
、
新
律
条
例
（
第
一
次
草
案
）
第
二
条
（
名
例
律
・

五
刑
附
例
）
の
中
の
「
凡
犯
罪
答
杖
二
該
ル
者
ハ
ー
体
二
打
決
ヲ
廃
シ
答
杖
一

等
毎
ト
｜
一
日
数
十
日
一
一
折
シ
：
…
・
…
懲
役
二
換
フ
…
：
…
・
杖
…
・
…
：
九
十

懲
役
九
十
日
」
な
る
規
定
を
適
用
し
、
「
杖
九
十
」
を
「
懲
役
九
十
日
」
と
量

刑
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

口
つ
ぎ
に
、
竹
谷
槌
蔵
の
量
刑
に
関
す
る
司
法
省
指
令
も
、
新
律
条
例
の

条
項
に
依
拠
し
て
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
吉
村
新
三
と
同
様
に
、

ま
ず
、
新
律
条
例
（
第
一
次
草
案
）
第
二
百
九
十
条
（
雑
犯
律
・
違
令
附
例
）

の
中
の
「
凡
制
二
違
う
者
ハ
杖
一
百
」
な
る
規
定
に
よ
り
、
「
杖
一
百
」
を
選

択
し
た
後
、
つ
い
で
、
い
わ
ゆ
る
「
懲
役
法
」
を
適
用
し
そ
の
「
懲
役
図
」
に

し
た
が
っ
て
、
「
杖
一
百
」
を
「
懲
役
一
百
日
」
と
量
刑
し
た
か
、
そ
れ
と
も
、

前
述
の
吉
村
の
場
合
と
同
様
に
「
杖
一
百
」
を
選
択
し
た
後
、
新
律
条
例
（
第

一
次
草
案
）
第
二
条
（
名
例
律
・
五
刑
附
例
）
の
中
の
「
凡
犯
罪
答
杖
二
該
ル

者
ハ
ー
体
二
打
決
ヲ
廃
シ
答
杖
一
等
毎
ト
ー
日
数
十
日
一
一
折
シ
・
…
：
。
：
懲
役
二

換
フ
：
…
：
：
杖
．
．
…
・
…
一
百
懲
役
百
日
」
な
る
規
定
を
適
用
し
、
「
杖
一

百
」
を
「
懲
役
一
百
日
」
と
量
刑
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

日
さ
ら
に
、
吉
村
林
之
次
、
寺
門
石
太
郎
、
逢
坂
熊
八
、
江
見
喜
十
郎
お

よ
び
寺
門
久
米
吉
の
五
名
の
量
刑
に
関
す
る
司
法
省
指
令
は
、
こ
れ
ら
の
五
名

を
、
前
述
の
吉
村
お
よ
び
竹
谷
の
単
な
る
「
附
和
随
行
」
者
と
認
定
し
、
新
律

条
例
（
第
一
次
草
案
）
第
二
百
九
十
条
所
定
の
「
違
制
罪
」
よ
り
も
法
定
刑
の

軽
い
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条
所
定
の
「
違
令
罪
」
の
「
軽
キ
者
」
に
該

当
す
る
も
の
と
判
断
し
、
新
律
綱
領
・
雑
犯
律
・
違
令
条
の
「
凡
令
二
違
フ
ニ
。

重
キ
者
ハ
・
答
四
十
・
軽
キ
者
ハ
。
一
等
ヲ
減
ス
。
」
お
よ
び
新
律
綱
領
・
名

例
律
上
・
加
減
罪
例
条
第
二
項
の
中
の
「
減
ト
称
ス
ル
者
ハ
・
本
罪
上
二
就
テ

減
軽
ス
。
仮
令
ハ
。
答
五
十
ヲ
犯
ス
’
一
。
一
等
ヲ
減
ス
レ
ハ
。
答
四
十
二
坐
．
．
…
・
…

ス
ル
ノ
類
。
」
な
る
規
定
を
順
次
適
用
し
、
「
本
罪
」
た
る
「
答
四
十
」
か
ら

．
等
」
を
減
軽
し
た
「
答
三
十
」
を
戯
定
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
五
名
は
、

新
律
綱
領
・
図
・
賦
罪
収
賦
例
図
所
定
の
「
賦
罪
」
に
該
当
す
る
も
の
と
判
断

し
、
新
律
綱
領
・
図
・
賦
罪
収
臘
例
図
の
中
の
「
凡
賦
罪
ハ
。
…
…
…
例
二
照

シ
テ
蹟
罪
ス
。
庶
人
。
過
誤
。
失
錯
連
累
。
其
他
不
幸
二
出
テ
。
事
情
偶
諒
ス

可
ク
シ
テ
。
的
決
シ
難
キ
者
モ
。
亦
之
二
依
ル
・
」
な
る
規
定
を
適
用
し
、
こ

の
「
賦
罪
収
蹟
例
図
」
に
附
さ
れ
た
「
例
」
に
よ
り
、
「
答
三
十
」
に
相
当
す

る
蹟
罪
金
「
二
両
一
分
」
を
算
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
最
後
に
、
岸
田
染
太
郎
に
対
す
る
司
法
省
指
令
は
、
事
実
認
定
に
つ
き
、

前
述
の
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
）
附
の
岡
山
県
の
岸
田
に
対
す
る
処
刑
伺
に
記

さ
れ
た
内
容
を
認
容
し
、
犯
罪
の
嫌
疑
は
な
い
も
の
と
判
断
し
、
「
無
罪
」
と

す
る
岡
山
県
の
戯
刑
に
対
し
、
「
伺
之
通
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

㈲
司
法
省
の
指
令
は
、
吉
村
新
三
お
よ
び
竹
谷
槌
蔵
に
つ
い
て
は
、
岡
山

二
五



県
の
求
刑
よ
り
も
格
段
に
減
軽
さ
れ
、
吉
村
は
、
「
准
流
十
年
」
（
同
囚
の
脱
獄

を
密
告
し
た
功
に
よ
り
減
軽
さ
れ
る
前
は
「
絞
罪
」
で
あ
っ
た
）
が
「
懲
役
九

十
日
」
と
十
等
の
減
軽
と
な
り
、
竹
谷
は
、
「
絞
罪
」
が
「
懲
役
一
百
日
」
と

九
等
の
減
軽
と
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
吉
村
林
之
次
、
寺
門
石
太
郎
、
逢

坂
熊
八
、
江
見
喜
十
郎
お
よ
び
寺
門
久
米
吉
の
五
名
に
つ
い
て
は
、
「
無
罪
」

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
微
罪
と
は
い
え
有
罪
と
な
り
、
各
「
贈
罪
金
二
両
一

分
」
と
さ
れ
、
か
え
っ
て
加
重
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岸
田
染
太
郎
に
つ
い
て

は
、
量
刑
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
岡
山
県
伺
と
司
法
省
指
令
と
が
一
致
し
、
「
無

罪
」
と
さ
れ
て
い
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
司
法
省
指
令
に
よ
り
、
津
高
郡
下
諸
村
の
騒
擾
関
係
者
の

刑
は
確
定
し
、
岡
山
県
は
、
こ
の
指
令
に
し
た
が
い
、
直
ち
に
刑
の
宣
告
な
ら

び
に
執
行
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
前
掲
『
岡
山
縣
史
料
』
四
十
三
・
縣
治

紀
事
の
「
騒
擾
」
の
項
に
は
、
次
の
如
き
記
事
が
み
ら
れ
る
。

同
年
（
明
治
五
年
ｌ
ｌ
中
山
註
）
八
月
司
法
省
ヨ
リ
旧
官
員
ハ
無
構
旨
達

セ
ラ
レ
動
揺
巨
魁
ノ
者
ハ
如
左
裁
断
ア
リ
因
テ
各
刑
二
処
ス

（
前
略
）

（
マ
マ
）

津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
平
民

懲
役
九
十
日
吉
村
新
三

第
一
百
日
竹
谷
槌
蔵

贈
罪
金
弐
両
壱
分
吉
村
林
之
次

同
寺
門
石
太
郎

同
郡
同
村
之
内
富
谷
平
民

贈
罪
金
弐
両
壱
分
逢
坂
熊
八

同
郡
同
村
之
内
母
谷
平
民

賦
罪
金
弐
両
壱
分
江
見
喜
十
郎

同
寺
門
久
米
吉

（
後
略
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
、
い
つ
宣
告
、
執
行
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
正
確
な
年
月

日
に
つ
い
て
は
、
資
料
を
欠
き
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
津
高
郡
下
の
農
民

騒
擾
と
同
時
期
に
発
生
し
た
磐
梨
郡
下
お
よ
び
赤
坂
郡
下
の
農
民
騒
擾
関
係
者

に
対
す
る
岡
山
県
に
よ
る
刑
の
宣
告
が
、
明
治
五
年
十
一
月
十
日
も
し
く
は
同

（
妬
）

年
十
二
月
十
日
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
、
そ
の
前
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

註（
１
）
い
わ
ゆ
る
「
悪
田
畑
改
正
」
作
業
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・

太
田
健
一
「
明
治
四
年
岡
山
藩
悪
田
畑
改
正
の
考
察
」
一
九
五
’
二
一

八
頁
に
詳
し
い
。
ち
な
み
に
、
岡
山
県
が
新
置
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四

年
七
月
十
四
日
の
い
わ
ゆ
る
「
廃
藩
置
県
」
以
後
の
こ
と
（
朝
倉
治
彦

編
『
明
治
官
制
辞
典
』
〈
昭
和
四
十
四
年
〉
六
六
頁
）
で
あ
り
、
作
業

開
始
時
の
同
年
一
月
時
点
で
は
、
正
確
に
は
岡
山
藩
と
言
う
こ
と
に
な

る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
岡
山
県
と
し
て
お
く
。

（
２
）
太
田
・
前
掲
論
稿
・
一
九
六
頁
、

（
３
）
太
田
・
前
掲
論
稿
・
二
二
頁
。

一
一
一
ハ



（
４
）
太
田
・
前
掲
論
稿
・
二
○
五
’
二
○
九
頁
お
よ
び
二
一
六
頁
。

（
５
）
磐
梨
郡
下
の
農
民
騒
擾
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
拙
稿
「
明
治
四
年
・

岡
山
県
下
磐
梨
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
」
六
九
１
九
八
頁
参
照
。

（
６
）
赤
坂
郡
下
の
農
民
騒
擾
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
拙
稿
「
明
治
四
年
・

岡
山
県
下
赤
坂
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
」
一
九
’
四
一
頁
参
照
。

（
７
）
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権
大
参
事

（
マ
マ
）

成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪
郡
磐
梨
郡
上
道
郡
村
々
出

訴
動
揺
始
末
書
」
国
立
公
文
書
館
蔵
・
壬
申
塞
礒
朋
『
公
文
録
』
諸
県

之
部
全
。

（
８
）
「
明
治
五
年
三
月
十
五
日
・
吉
村
新
三
口
書
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動

一
件
』
。

（
９
）
「
明
治
五
年
三
月
十
五
日
・
竹
谷
槌
蔵
口
書
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動

一
件
』
。

（
岨
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
永
眠
蔀
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。

（
ｕ
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

（
マ
マ
）

大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪
郡
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。

（
岨
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

（
マ
マ
）

大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪
郡
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
腿
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

（
過
）
前
掲
「
明
治
五
年
三
月
十
五
日
・
吉
村
新
三
口
書
」

（
ｕ
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

（
マ
マ
）

大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪
郡
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。

（
過
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

大
参
事
成
田
元
美
。
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
派
脈
鮒
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。
ち
な
み
に
、
前
掲
・
長
光
徳
和
編
『
備
前
・

備
中
・
美
作
百
姓
一
撲
史
料
』
第
五
巻
・
一
九
二
’
一
九
一
二
頁
に

は
、
「
明
治
五
年
備
前
国
諸
郡
百
姓
共
強
訴
之
書
類
」
と
題
し
た
深
井

文
平
宅
放
火
前
後
の
事
情
を
記
し
た
次
の
如
き
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い

プ
（
》
Ｏ

「
津
高
郡
白
石
村
大
里
正
深
井
文
平
居
宅
え
百
姓
乱
妨
放
火
に
付
、

兵
隊
銃
発
、
死
傷
連
署
」

津
高
郡
下
芳
賀
村
判
頭

銃
丸
相
請
、
一
ノ
宮
村
藤
井
玄
良
へ
板
野
滝
蔵

治
療
相
頼
候
へ
共
、
終
に
落
命
。
歳
四
十
九

同
郡
白
石
村

大
里
正
久
平
門
前
に
て
即
死
。
竹
三
郎

疵
所
不
知
。
歳
五
十

自
分
宅
に
て
、
疵
所
壱
筋
。

一

一

七

同
郡
同
村

秀
次
郎
母



歳
六
十
余

同
郡
中
原
村

文
平
居
宅
東
手
に
て
、
国
光
財
治

右
の
足
少
し
か
す
り
疵
。
歳
十
七

同
郡
横
井
上
村

入
江
林
平
内
別
惣
次
郎
伜

右
の
手
疵
。
元
蔵

歳
十
九

同
郡
大
岩
村

傷
順
吉

同
郡
花
尻
村
御
雇
人

則
武
勝
五
郎
伜

銃
創
甲
々
連
帰
、
五
日
朝
死
。
則
武
嘉
五
郎十

六
歳

同
郡
菅
野
村
の
内

西
菅
野

股
を
被
二
討
抜
一
即
死
。
嶋
村
三
造

同
郡
富
原
村

金
藤
弥
三
郎
弟

銃
丸
胸
先
に
当
り
即
死
。
金
藤
周
吉四

十
九

津
高
郡
白
石
村

当
県
管
下
村
民
共
嚥
集
動
揺
之
状
、
過
日
不
取
敢
及
御
達
候
以
後
、

当
四
日
に
到
乱
妨
益
甚
、
大
里
正
津
高
郡
之
内
白
石
村
深
井
文
平
宅

え
及
放
火
、
暴
動
難
制
候
に
付
、
不
得
已
発
砲
為
致
候
所
、
死
傷
凡

九
名
余
は
即
日
致
発
乱
候
。
右
之
事
状
に
候
故
、
役
員
之
者
共
同
夜

各
所
巡
行
、
精
々
説
諭
相
加
候
所
、
一
先
鎮
定
、
尚
歎
願
等
申
出
候

に
付
、
夫
々
理
解
申
聞
、
昨
今
に
至
候
て
は
先
異
状
も
有
之
間
敷
哉

に
被
存
候
。
猶
、
不
日
軍
事
懸
之
者
出
府
為
致
候
間
、
事
状
詳
細
口

頭
よ
り
御
聞
取
可
被
下
候
。

（
焔
）
前
掲
「
明
治
五
年
三
月
十
五
日
・
吉
村
新
三
口
書
」
。

（
Ⅳ
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

（
マ
マ
）

大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪
郡
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。

（
肥
）
「
十
一
・
辛
未
十
二
月
十
二
日
・
史
官
宛
岡
山
縣
当
縣
下
村
民
徒
党

事
件
御
届
」
国
立
公
文
書
館
蔵
・
辛
未
十
二
月
『
公
文
録
』
諸
県
之
部

全
。

（
岨
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

（
マ
マ
）

大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪
郡
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。

（
卯
）
前
掲
「
二
十
六
・
壬
申
六
月
（
日
欠
）
・
岡
山
縣
庁
宛
元
岡
山
縣
権

大
里
正

本
家
・
納
屋
・
土
蔵
と
も
六
棟
焼
失
。
深
井
文
平

一

一

八



（
マ
マ
）

大
参
事
成
田
元
美
・
中
村
正
記
備
前
國
津
高
郡
赤
阪
郡
磐
梨
郡
上
道
郡

村
々
出
訴
動
揺
始
末
書
」
。

（
劃
）
「
明
治
五
年
七
月
二
日
・
吉
村
新
三
口
書
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一

件
』
。

（
犯
）
前
掲
「
明
治
五
年
三
月
十
五
日
・
吉
村
新
三
口
書
」
、
前
掲
「
明
治

五
年
三
月
十
五
日
・
竹
谷
槌
蔵
口
書
」
、
「
明
治
五
年
三
月
二
十
五
日
・

吉
村
林
之
次
寺
門
石
太
郎
口
書
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一
件
』
、
「
明
治

五
年
三
月
二
十
五
日
・
逢
坂
熊
八
口
書
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一
件
』
、

「
明
治
五
年
三
月
二
十
五
日
・
江
見
喜
十
郎
口
書
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴

動
一
件
』
、
「
明
治
五
年
四
月
三
日
・
寺
門
久
米
吉
口
書
」
前
掲
『
岡
山

県
暴
動
一
件
』
お
よ
び
「
明
治
五
年
四
月
三
日
・
岸
田
染
太
郎
口
書
」

前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一
件
』
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
「
口
書
」
に
よ
れ
ば
、
各
人
の
容
疑
は
、
次

の
如
く
で
あ
っ
た
。

①
吉
村
新
三

真
以
難
渋
情
願
之
義
有
之
候
得
者
穏
一
一
筋
々
江
可
申
出
之
所

無
其
義
徒
党
相
企
出
訴
致
し
外
多
人
数
ニ
お
ゐ
て
ハ
大
里
正

里
正
共
居
宅
乱
暴
或
ハ
放
火
致
し
候
二
立
至
り
其
節
先
立
候

も
の
見
覚
又
者
姓
名
等
伝
聞
且
倶
々
手
を
着
暴
動
致
し
候
義

可
有
之
与
再
応
御
吟
味
を
被
り
．
．
…
…
・
更
一
一
…
…
…
徒
党
相

企
出
訴
致
し
郡
中
を
為
騒
候
始
末
不
埒
至
極
之
旨
御
吟
味
を

受
申
…
…
…
候

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

②
竹
谷
槌
蔵

実
々
難
渋
歎
願
之
義
有
之
候
ヘ
ハ
穏
二
筋
々
へ
可
申
出
之
所

無
其
義
徒
党
相
企
出
訴
致
し
外
多
人
数
お
ゐ
て
ハ
大
里
正
之

居
宅
乱
暴
或
者
致
放
火
候
二
立
至
り
其
節
先
立
候
者
見
聞
い

た
し
且
倶
々
手
を
着
暴
動
致
候
義
可
有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ

被
り
…
…
…
更
二
：
．
．
：
…
徒
党
相
企
出
訴
致
し
郡
中
ヲ
為
騒

候
始
末
不
埒
至
極
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
…
…
…
候

③
吉
村
林
之
次
・
寺
門
石
太
郎

新
三
槌
蔵
ヨ
リ
談
し
及
候
節
差
留
可
申
筈
無
其
義
林
之
次
義

者
其
外
江
も
申
伝
へ
倶
々
出
願
致
し
外
多
人
数
お
ゐ
て
ハ
終

一
一
諸
所
乱
暴
致
し
候
二
立
至
り
其
節
先
立
候
者
姓
名
等
伝
聞

可
居
申
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
…
…
…
更
二
…
…
…
右
様
談
一
一

請
参
郡
中
ヲ
為
騒
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
…
…
…

候

④
逢
坂
熊
八

村
方
一
同
之
義
与
申
立
候
得
共
無
謂
徒
党
一
一
與
し
出
訴
致
し

前
段
新
三
ヨ
リ
出
訴
之
義
申
談
候
旨
外
方
江
も
申
談
可
居
申
与

再
応
御
吟
味
ヲ
受
…
…
…
更
二
…
…
…
徒
党
二
與
し
候
始
末

不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
…
…
…
候

⑤
江
見
喜
十
郎

多
人
数
之
中
よ
里
抽
上
し
新
三
倶
々
出
張
役
人
江
歎
願
申
出

候
其
方
故
前
段
出
訴
之
談
示
等
致
し
可
居
申
又
多
人
数
之
者

二
九



諸
所
乱
暴
放
火
致
し
候
節
先
立
候
者
見
聞
致
し
且
倶
々
手
ヲ

着
暴
動
致
し
候
義
可
有
之
煽
再
応
御
吟
味
ヲ
受
：
：
…
：
更
二
…
…

…
多
人
数
二
與
し
他
村
迄
出
訴
致
し
候
姶
末
不
埒
之
旨
御
吟

味
ヲ
受
申
…
…
…
候

⑥
寺
門
久
米
吉

事
実
ノ
委
細
不
心
得
候
へ
共
村
方
一
同
之
義
ニ
付
参
会
致
し

候
様
申
立
候
得
共
新
三
同
道
一
一
而
参
里
候
其
方
故
前
段
新

三
与
談
合
居
申
義
又
ハ
諸
所
二
而
手
ヲ
着
暴
動
致
し
候
義
可

有
之
与
再
応
御
吟
味
ヲ
受
…
…
…
更
二
多
人
数
之
中
江
加
リ
郡

中
ヲ
為
騒
候
始
末
不
埒
之
旨
御
吟
味
ヲ
受
申
：
…
…
・
候

⑦
岸
田
染
太
郎

赤
坂
郡
動
揺
之
形
勢
相
伝
煽
動
為
致
候
義
二
可
有
之
と
再
応

御
吟
味
ヲ
受
候

（
羽
）
「
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
）
・
備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
此
無
甘
姓

吉
村
新
三
外
七
人
御
仕
置
伺
書
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一
件
』
。
こ
の

伺
書
は
、
日
附
を
欠
く
が
、
後
述
の
如
く
、
吉
村
新
三
に
つ
い
て
、
逮

捕
、
収
監
中
の
明
治
五
年
六
月
二
十
三
日
「
晩
七
ッ
時
頃
」
、
同
囚
の

脱
獄
計
画
を
見
廻
り
の
「
番
人
」
に
密
告
し
た
功
に
よ
り
、
「
絞
罪
」

か
ら
「
准
流
十
年
」
に
減
軽
す
る
べ
く
、
岡
山
県
か
ら
司
法
卿
江
藤
新

平
・
司
法
大
輔
福
岡
孝
弟
宛
に
再
伺
い
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
そ
れ
は
、
六
月
二
十
三
日
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み

に
、
岡
山
県
の
処
刑
伺
の
中
で
、
「
絞
罪
」
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て
い

る
吉
村
新
三
お
よ
び
竹
谷
槌
蔵
の
二
名
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
に
つ
き
、

た
だ
、
「
不
届
二
付
」
と
記
す
の
み
で
、
準
拠
す
べ
き
法
令
の
条
項
を

明
記
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、
適
用
す
べ
き
法
条
を
、
当
時
の
現
行

法
の
中
に
み
い
だ
し
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
後
述
の
如
く
司
法
省
は
、
未
だ
草
案
段
階
の
新
律
条
例
に
準
拠
し

て
処
刑
指
令
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
別
）
前
掲
『
岡
山
縣
史
料
』
四
十
三
・
縣
治
紀
事
の
「
騒
擾
」
の
項
。
な

お
、
こ
の
文
書
の
末
尾
に
は
、
「
元
岡
山
縣
権
大
参
事
以
下
租
税
掛
官

員
十
五
名
連
署
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
具
体
的
な
人
名
を
欠
く

が
、
国
立
公
文
書
館
蔵
『
岡
山
縣
史
料
』
四
十
四
・
縣
治
紀
事
補
遺
の

「
騒
擾
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
マ
マ
）

権
大
参
事
中
村
正
起

同
成
田
元
美

少
参
事
稲
川
長
典

同
河
合
就
義

大
属
丹
比
勝
信

同
渡
邉
能
靜

権
大
属
平
野
伴
則

同
大
地
義
英

同
赤
堀
宏
綱

租
税
掛
薄
田
貞
明

同
澤
井
近
信

三

○



租
税
監
督
辻
定
勝

同
高
木
正
勝

同
瀬
崎
重
教

同
井
上
忠
宗

た
だ
し
、
こ
の
『
岡
山
縣
史
料
』
四
十
四
・
縣
治
紀
事
補
遺
は
、
官
員

の
進
退
伺
の
日
附
を
「
壬
申
五
月
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
「
二
十

一
・
岡
山
縣
下
人
民
動
揺
始
末
書
井
官
員
待
罪
」
に
も
、
同
一
の
官
職
氏

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
少
参
事
稲
川
長
典
」
が
脱
落
し
、
十
四
名

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
・
長
光
徳
和
編
『
備
前
・
備
中
・
美
作

百
姓
一
撲
史
料
』
第
五
巻
・
一
九
○
六
’
一
九
○
七
頁
に
も
、
こ
の
『
岡

山
縣
史
料
』
四
十
四
・
縣
治
紀
事
補
遺
に
挙
げ
ら
れ
た
官
職
氏
名
が
翻
刻

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
典
を
「
縣
治
紀
事
」
と
し
て
い
る
。

（
妬
）
前
掲
「
二
十
一
・
岡
山
縣
下
人
民
動
揺
始
末
書
井
官
員
待
罪
」
。

（
恥
）
前
掲
「
二
十
一
・
岡
山
縣
下
人
民
動
揺
始
末
書
井
官
員
待
罪
」
。

（
”
）
前
掲
「
二
十
一
・
岡
山
縣
下
人
民
動
揺
始
末
書
井
官
員
待
罪
」
に
は
、

こ
の
と
き
の
司
法
省
の
処
分
内
容
と
お
ぼ
し
き
、
次
の
如
き
資
料
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

適
律

地
方
官
督
撫
ヲ
失
シ
管
下
ノ
騒
擾
ヲ
醸
ス
ニ
非
ス
特
二
廃
藩
立
縣
ノ

際
無
知
ノ
小
民
巨
魁
二
証
惑
煽
動
サ
レ
漫
リ
ニ
暴
行
ヲ
窓
ニ
セ
シ
’
一

依
リ
テ

無
罪

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考

（
中
山
）

（
マ
マ
）

中
村
正
起

成
田
元
美

外
十
三
人

（
肥
）
前
掲
「
明
治
五
年
七
月
二
日
・
吉
村
新
三
口
書
」
。
ち
な
み
に
、
吉

村
の
供
述
中
に
み
え
る
守
屋
喜
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
岡
山
縣

史
料
』
四
十
四
・
縣
治
紀
事
補
遺
の
「
処
刑
」
の
項
の
「
明
治
五
年
中

処
刑
」
の
中
に
、

十
一
月
十
八
日

備
中
國
賀
陽
郡
板
倉
村
農

斬
罪
守
屋
喜
右
衛
門

二
十
八
歳

右
者
昨
未
年
三
月
中
生
村
二
於
テ
窃
盗
相
働
候
二
付
元
岡
山
藩
へ
捕

入
答
申
付
候
上
ハ
屹
改
心
可
致
ノ
処
無
其
義
尚
当
正
月
以
来
小
田
縣

下
又
ハ
当
管
内
二
於
テ
ー
人
立
窃
盗
相
働
就
中
当
管
下
津
高
郡
横
尾

村
出
生
米
蔵
其
外
同
類
申
合
小
田
縣
下
井
当
管
内
所
々
農
家
へ
押
入

白
刃
ヲ
以
テ
劫
シ
亭
主
又
ハ
家
族
ヲ
縛
シ
衣
類
金
子
共
数
多
奪
取
剰

へ
入
牢
中
破
牢
ノ
示
談
二
同
意
致
ス
始
末
不
届
至
極
二
付
処
之

と
あ
り
、
ま
た
、
大
頭
銭
五
郎
つ
い
て
は
、
同
じ
く
「
処
刑
」
の
項
の

「
明
治
六
年
中
処
刑
」
の
中
に
、

二
月
十
七
日

第
三
十
区
一
番
小
区
備
前
國
津
高
郡
田
地
子
村
農

斬
罪

一
一
一
一

富
次
郎
悴

大
頭
銭
五
郎



四
十
二
歳

右
者
壬
申
正
月
十
九
日
夕
村
方
一
同
氏
宮
へ
集
合
津
高
郡
中
田
村
新

百
姓
ヲ
悪
シ
ミ
降
参
可
為
致
様
申
立
同
村
へ
押
行
候
趣
承
り
候
二
付

小
銃
携
へ
右
人
数
二
加
リ
先
立
テ
他
村
ノ
者
ヲ
劫
誘
シ
又
ハ
通
行
ノ

婦
女
へ
対
シ
空
砲
相
発
シ
多
人
数
中
田
村
へ
押
懸
候
上
同
二
十
日
同

、
村
新
百
姓
繁
森
八
十
次
居
宅
へ
及
放
火
卒
二
数
軒
延
焼
シ
剰
へ
入
牢

（
マ
マ
）

中
備
中
國
賀
陽
郡
板
倉
村
百
姓
守
屋
喜
右
衛
門
大
阪
信
濃
橋
通
り
信

濃
町
紀
伊
國
屋
平
三
郎
河
内
國
出
生
豊
松
甲
州
巨
摩
郡
臺
ヶ
原
騨
出

生
岩
吉
等
二
同
意
倶
々
破
牢
相
企
候
始
末
不
届
至
極
二
付
処
之

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
頭
が
関
与
し
た
農
民
騒
擾
に
つ
い
て
は
、
法
務
省

法
務
図
書
館
の
所
蔵
に
か
か
る
「
明
治
六
年
・
第
一
号
・
岡
山
縣
伺
備
前

國
津
高
郡
田
地
子
村
農
田
原
小
四
郎
外
十
七
名
東
常
五
郎
発
言
二
同
意
シ

同
郡
中
田
村
新
百
姓
ヲ
降
参
セ
シ
ム
可
ク
申
称
多
人
数
ニ
テ
同
村
居
宅
乱

暴
放
火
セ
シ
’
一
付
処
刑
方
ノ
件
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一
件
』
に
関
係
資

料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
資
料
は
、
原
田
伴
彦
・
上
杉
聡

編
『
近
代
部
落
史
資
料
集
成
』
第
二
巻
・
「
解
放
令
」
反
対
一
撲
（
昭
和

六
十
年
）
三
八
九
’
四
○
九
頁
に
、
そ
の
全
文
が
翻
刻
、
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
騒
擾
に
つ
い
て
も
、
そ
の
司
法
的
処
理
の
過
程
に
関
す

る
か
ぎ
り
、
未
だ
剛
明
な
ら
ざ
る
部
分
も
多
い
こ
と
と
て
、
後
日
、
改
め

て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
羽
）
前
掲
「
明
治
五
年
七
月
二
日
・
吉
村
新
三
口
書
」
。

（
釦
）
前
掲
「
明
治
五
年
七
月
二
日
・
吉
村
新
三
口
書
」
。

（
マ
マ
）

（
皿
）
「
明
治
五
年
九
月
二
十
四
日
・
備
前
國
津
高
郡
河
内
村
之
内
山
条
百

姓
吉
村
新
三
御
仕
置
伺
普
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一
件
』
。
ち
な
み
に
、

こ
の
処
刑
伺
で
は
、
吉
村
の
量
刑
に
つ
い
て
、
た
だ
、
「
守
屋
喜
右
衛

門
其
外
之
者
共
破
牢
相
企
罷
在
候
旨
…
…
…
訴
出
候
付
減
死
一
等
准
流

十
年
」
と
記
す
の
み
で
、
准
拠
す
べ
き
法
令
の
条
項
を
明
示
し
て
い
な

い
が
、
そ
れ
は
、
前
述
の
「
明
治
五
年
六
月
（
日
欠
）
・
備
前
國
津
高

郡
河
内
村
之
内
此
無
言
姓
吉
村
新
三
外
七
人
御
仕
置
伺
書
」
の
場
合
と

同
様
、
本
件
に
適
用
す
べ
き
法
条
を
、
当
時
の
現
行
法
と
り
わ
け
新
律

綱
領
の
中
に
み
い
だ
し
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ

え
に
、
後
述
の
如
く
司
法
省
は
、
未
だ
草
案
段
階
の
新
律
条
例
に
準
拠

し
て
処
刑
指
令
を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
岡
山
県
は
、
何
を
根
拠
に
、
「
減
死
一
等
准
流
十
年
」

と
量
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
新
律
綱
領
・
名
例

律
下
・
断
罪
無
正
条
条
の
中
の
「
罪
ヲ
断
ス
ル
’
一
。
正
条
ナ
キ
者
ハ
・

他
律
ヲ
援
引
比
附
シ
テ
。
加
フ
可
キ
ハ
加
へ
。
減
ス
可
キ
ハ
減
シ
・
罪

名
ヲ
定
擬
シ
テ
。
上
司
二
申
シ
・
議
定
ツ
テ
奏
聞
ス
・
」
な
る
規
定
に

よ
り
、
ま
ず
、
「
絞
罪
」
か
ら
．
等
」
を
「
減
ス
可
キ
」
も
の
と
判

断
し
、
つ
い
で
、
同
。
名
例
律
下
・
加
減
罪
例
条
の
中
の
「
減
卜
称
ス

ル
者
ハ
・
本
罪
上
二
就
テ
減
軽
ス
。
…
…
．
：
惟
二
死
三
流
ハ
。
各
同
ク

ー
減
卜
為
ス
。
仮
令
ハ
・
死
罪
ヲ
犯
ス
ニ
。
一
等
ヲ
減
ス
レ
ハ
。
絞
斬

ヲ
分
タ
ス
。
流
三
等
二
坐
…
・
…
：
ス
ル
ノ
類
。
」
な
る
規
定
に
よ
り
、

「
流
三
等
」
を
選
択
し
、
さ
ら
に
、
明
治
三
年
十
一
月
十
七
日
、
新
律

一
一
一
一
一



綱
領
の
頒
行
に
先
立
ち
頒
布
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
准
流
法
」
を
適
用
し

て
、
「
流
三
等
」
を
「
三
等
徒
役
十
年
」
す
な
わ
ち
処
刑
伺
に
い
う

「
准
流
十
年
」
と
量
刑
し
た
（
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
第

五
十
七
巻
・
治
罪
門
２
．
治
罪
門
三
・
監
獄
〈
昭
和
五
十
五
年
・
覆

刻
〉
二
八
’
三
○
頁
）
か
、
あ
る
い
は
、
脱
獄
に
関
す
る

刑
部
省
伺
三
年
九
月
十
四
日

上
田
藩
支
配
所
栗
原
村
無
宿
富
士
太
郎

右
強
盗
畷
八
百
九
十
両
ノ
罪
ヲ
以
臭
示
断
刑
伺
相
済
候
上
其
段

右
藩
へ
相
達
シ
以
後
於
藩
不
行
刑
中
隣
牢
之
者
破
牢
相
企
候
趣

知
覚
訴
出
候
二
付
テ
ハ
寛
典
ノ
赦
例
再
伺
出
候
二
付
法
律
取
調

候
処
清
律
日
他
盗
糾
合
シ
テ
越
獄
ス
ル
ニ
畏
柵
シ
テ
従
ハ
ス
墓

一
一
拠
テ
首
報
シ
因
テ
他
盗
立
時
二
檎
狸
シ
脱
逃
ヲ
致
サ
ル
畠
ヲ

得
レ
ハ
首
報
ス
ル
者
ヲ
以
死
ヲ
減
シ
満
流
依
テ
死
一
等
ヲ
減
シ

満
流
二
所
断
可
致
候
此
段
再
奏
仕
候
以
上

指
令

伺
之
通

な
る
先
例
（
内
閣
記
録
局
編
「
法
規
分
類
大
全
』
第
五
十
四
巻
・
刑
法
門

１
．
刑
法
門
二
・
刑
律
一
〈
昭
和
五
十
五
年
・
覆
刻
〉
一
二
五
頁
）
を
参

考
に
し
て
、
「
絞
罪
」
か
ら
．
等
」
を
減
軽
す
べ
く
判
断
し
た
後
、
前

述
の
場
合
と
同
様
の
手
続
に
よ
り
、
「
准
流
十
年
」
と
量
刑
し
た
か
の
い

ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

（
犯
）
「
明
治
五
年
十
月
二
十
四
日
・
吉
村
新
三
以
下
八
名
司
法
省
処
刑
指

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

令
」
前
掲
『
岡
山
縣
暴
動
一
件
』
。
こ
の
指
令
は
、
発
令
年
月
日
を
欠

く
が
、
指
令
を
記
し
た
司
法
省
赤
色
八
行
罫
紙
の
欄
外
上
部
に
「
申
十

月
廿
四
日
付
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
、
指
令
の
日
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
指
令
の
末
尾
に
は
、
「
縣
」
、
「
青
木
」
、

「
松
本
」
、
「
松
岡
」
、
「
江
藤
」
お
よ
び
「
判
読
不
能
」
の
各
捺
印
が
認

め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
指
令
の
起
案
に
関
与
し
た
司
法
省
の
官

員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
縣
は
、
明
治
四
年
十
月
二
十
七
日
、

司
法
少
判
事
に
任
じ
ら
れ
（
東
京
教
育
大
学
特
定
研
究
「
日
本
近
代
化
」

研
究
組
織
編
『
任
解
日
録
』
〈
昭
和
四
十
五
年
〉
三
六
二
頁
）
、
同
六

年
一
月
現
在
も
、
そ
の
職
に
あ
っ
た
（
「
明
治
六
年
一
月
・
袖
珍
官
員

録
」
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
』
第
二
巻
・
改
訂

版
〈
昭
和
五
十
五
年
〉
二
五
三
頁
）
縣
信
絹
、
青
木
は
、
明
治
四
年

七
月
十
二
日
、
司
法
中
判
事
に
任
じ
ら
れ
（
前
掲
『
任
解
日
録
』
一
二

二
頁
）
、
同
六
年
一
月
現
在
も
、
そ
の
職
に
あ
っ
た
（
前
掲
「
明
治
六

年
一
月
・
袖
珍
官
員
録
」
二
五
三
頁
）
青
木
信
寅
、
松
本
は
、
明
治
四

年
十
一
月
七
日
、
司
法
権
大
判
事
に
任
じ
ら
れ
（
「
太
政
官
日
誌
」
明

治
四
年
十
一
月
七
日
条
・
橋
本
博
編
『
改
訂
維
新
日
誌
』
第
三
巻
・

第
一
期
・
巻
六
〈
昭
和
四
十
一
年
〉
七
九
頁
）
、
同
六
年
一
月
現
在
も
、

そ
の
職
に
あ
っ
た
（
前
掲
「
明
治
六
年
一
月
・
袖
珍
官
員
録
」
二
五
三

頁
）
松
本
暢
、
松
岡
は
、
明
治
四
年
八
月
十
日
、
権
中
主
記
に
任
じ

ら
れ
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
四
年
八
月
十
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維
新

日
誌
』
第
三
巻
・
第
一
期
・
巻
六
・
三
○
頁
）
、
同
五
年
二
月
現
在
も
、

一
一
一
一
一
一



そ
の
職
に
あ
り
（
「
明
治
五
年
二
月
改
・
袖
珍
官
員
録
」
前
掲
『
明
治

初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
』
第
二
巻
・
改
訂
版
・
二
三
頁
）
、
そ
の
後
、

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
司
法
省
十
等
出
仕
に
任
じ
ら
れ
、
同
六
年
一

月
現
在
も
、
そ
の
職
に
あ
っ
た
（
前
掲
「
明
治
六
年
一
月
・
袖
珍
官
員

録
」
二
五
一
頁
）
松
岡
守
信
、
江
藤
は
、
明
治
五
年
四
月
二
十
五
日
、

司
法
卿
に
任
じ
ら
れ
、
同
六
年
十
月
二
十
五
日
ま
で
、
そ
の
職
に
あ
っ

た
（
日
本
史
籍
協
会
編
「
百
官
履
歴
Ｅ
日
本
史
籍
協
会
叢
書
燗

〈
昭
和
四
十
八
年
・
覆
刻
〉
九
○
頁
）
江
藤
新
平
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
詔
）
農
民
騒
擾
と
新
律
綱
領
・
賊
盗
律
・
兇
徒
聚
衆
条
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
播
磨
龍
城
「
現
行
刑
法
の
兇
徒
聚
衆
罪
」
『
龍
城
雑
稿
』
（
大
正

十
三
年
）
一
’
二
頁
、
同
「
再
び
兇
徒
聚
衆
罪
に
就
て
（
一
）
」
前
掲

『
龍
城
雑
稿
』
三
’
九
頁
お
よ
び
同
「
再
び
兇
徒
聚
衆
罪
に
就
て
（
二
）
」

前
掲
『
龍
城
雑
稿
』
九
’
一
五
頁
参
照
。

（
狐
）
新
律
条
例
を
最
初
に
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
藤
田
弘
道
氏
に
よ
れ
ば
、

新
律
条
例
は
、
明
治
四
年
に
、
そ
れ
が
編
纂
に
着
手
さ
れ
（
藤
田
弘
道

「
足
柄
裁
判
所
旧
蔵
『
新
律
条
例
』
考
（
一
）
ｌ
改
定
律
例
の
草
案

と
覚
し
き
文
書
に
つ
い
て
ｌ
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
『
法
学

研
究
』
第
四
十
六
巻
二
号
〈
昭
和
四
十
八
年
〉
七
四
頁
〔
『
新
律
綱
領
・

改
定
律
例
編
纂
史
』
〈
平
成
十
三
年
〉
一
九
八
頁
〕
）
、
第
一
次
草
案

（
明
治
五
年
八
月
奏
進
）
、
再
校
草
案
（
明
治
五
年
十
月
十
三
日
進
呈
）
、

改
正
浄
書
案
（
明
治
五
年
十
一
月
二
十
八
日
再
進
呈
）
、
最
終
案
（
明

治
六
年
三
月
九
日
以
降
）
を
経
て
、
そ
の
後
、
名
称
を
改
定
律
例
と
改

め
、
明
治
六
年
六
月
十
三
日
、
太
政
官
第
二
百
六
号
布
告
を
も
っ
て
頒

布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
藤
田
弘
道
弓
公
文
録
』
所
載
『
新
律
条
例
』

考
Ｉ
改
定
律
例
の
再
校
草
案
と
覚
し
き
文
書
に
つ
い
て
ｌ
」
手
塚

豊
編
著
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
Ｉ
〈
昭
和
五
十
六
年
〉
一
六
八

頁
〔
前
掲
『
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂
史
』
二
七
四
頁
）
が
、
司
法

省
が
、
本
件
の
量
刑
に
利
用
で
き
た
も
の
は
、
司
法
省
指
令
の
発
令
年

月
日
か
ら
考
え
て
、
第
一
次
草
案
か
、
再
校
草
案
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、

時
期
的
に
み
れ
ば
、
司
法
省
指
令
の
発
令
年
月
日
と
考
え
ら
れ
る
十
月

二
十
四
日
の
直
前
で
あ
る
十
月
十
三
日
に
「
進
呈
」
さ
れ
た
再
校
草
案

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
十
月
二
十
四
日
附
で
発
令
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
磐
梨
郡
関
係
者
に
対
す
る
司
法
省
指
令
の
準
拠
条
項

が
、
前
掲
・
拙
稿
「
明
治
四
年
・
岡
山
県
下
磐
梨
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小

考
」
九
六
頁
に
お
い
て
指
摘
し
た
如
く
、
第
一
次
草
案
で
あ
る
可
能
性

の
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
と
り
あ
え
ず
そ
れ
に
従
い
、
司
法
省
指

令
の
準
拠
条
項
は
、
新
律
条
例
の
第
一
次
草
案
で
あ
る
と
し
て
お
き
た

い
。
従
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
新
律
条
例
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
前

掲
『
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
編
纂
史
』
三
五
五
’
四
三
○
頁
に
収
録
さ

れ
て
い
る
新
律
条
例
（
第
一
次
草
案
）
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
い
。

（
弱
）
磐
梨
郡
下
の
農
民
騒
擾
関
係
者
に
対
す
る
岡
山
県
に
よ
る
刑
の
宣
告

年
月
日
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
拙
稿
「
明
治
四
年
・
岡
山
県
下
磐
梨
郡

農
民
騒
擾
裁
判
小
考
」
八
九
’
九
二
頁
参
照
。
ま
た
、
赤
坂
郡
下
の
農

三

四



資
料
収
集
も
不
十
分
の
ま
ま
、
そ
の
貧
弱
な
資
料
を
基
礎
に
、
あ
ま
り
に
も

推
測
を
か
さ
ね
す
ぎ
た
こ
と
を
み
ず
か
ら
認
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
拙
き

小
稿
が
契
機
と
な
り
、
岡
山
県
地
方
に
お
い
て
新
た
な
資
料
が
発
掘
さ
れ
、
こ

の
騒
擾
の
内
容
が
、
よ
り
一
層
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
望
外
の

以
上
が
、
明
治
四
年
十
二
月
初
旬
、
当
時
の
岡
山
県
下
の
津
高
郡
に
お
い
て

発
生
し
た
農
民
騒
擾
の
概
略
お
よ
び
そ
の
裁
判
の
経
過
で
あ
る
。
こ
の
騒
擾
に

関
し
て
は
、
本
稿
の
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
も
ふ
れ
て
お
い
た
如
く
、
岡
山

県
地
方
の
郷
土
史
関
係
の
文
献
を
中
心
に
、
多
数
の
文
献
が
と
り
あ
げ
て
は
い

る
が
、
い
ず
れ
も
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
、
そ
の
司
法
的
処
理
の
過
程

に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
未
開
の
分
野
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
前
掲
『
岡
山
県
暴
動
一
件
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
本

騒
擾
に
関
す
る
新
資
料
な
ど
を
利
用
し
、
騒
擾
に
お
い
て
中
心
的
立
場
に
た
ち
、

検
挙
さ
れ
、
裁
判
を
受
け
た
容
疑
者
の
容
疑
事
実
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
裁
判
の
経
過
に
つ
い
て
も
で
き
う
る
か
ぎ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と

も
に
、
そ
の
坐

倖
で
あ
る
。

に
つ
と
め
た
。

民
騒
擾
関
係
者
に
対
す
る
岡
山
県
に
よ
る
刑
の
宣
告
年
月
日
に
つ
い
て

は
、
前
掲
・
拙
稿
「
明
治
四
年
・
岡
山
県
下
赤
坂
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小

考
」
三
四
’
三
六
頁
参
照
。

明
治
四
年
・
岡
山
県
下
津
高
郡
農
民
騒
擾
裁
判
小
考
（
中
山
）

三
あ
と
が
き

（
平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日
稿
）

三

五


